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資

料

張
知
本
氏
の
『
民
國
憲
法
起
草
意
見
』
の
解
説

及

川

恒

忠

瞭
年
六
月
℃
立
法
院
の
憲
法
超
草
委
員
會
は
超
草
委
員
の
一
員
た
る
英
経
熊
氏
の
名
を
以
て
『
中
華
民
國
懲
決
寧
案
初
稿
』
な
る
も
の
を
幾
表
し

た
が
、
駕
來
、
遭
の
初
稿
に
墓
い
て
草
案
の
婁
査
討
議
那
引
績
き
行
は
れ
て
ゐ
る
o
若
し
豫
定
通
り
に
逡
め
ぱ
、
今
春
中
に
は
立
法
院
大
會
κ
於

け
る
そ
の
舞
瀧
が
絡
了
す
る
筈
で
あ
る
o
昊
氏
の
草
案
靭
稿
纏
託
に
実
修
遣
君
が
慶
塵
義
塾
欧
治
醸
會
誌
第
七
號
百
二
十
五
頁
以
下
に
蓬
俺
課
載

さ
れ
た
が
、
予
は
同
じ
《
草
案
起
草
委
員
の
一
人
で
あ
る
張
知
本
氏
の
憲
法
起
草
意
見
を
致
に
解
説
柘
介
し
て
、
民
國
燈
法
史
研
究
の
】
助
ε
し

よ
う
O
因
に
原
丈
は
東
方
雑
驚
第
嵩
十
鳥
羅
哲
一
十
一
號
断
載
の
同
璃
の
寄
書
『
中
華
民
國
愈
法
起
草
意
見
』
で
、
丈
中
κ
草
案
第
何
修
滲
照
建
あ

る
そ
の
草
案
は
，
異
氏
準
案
初
稿
そ
の
も
の
で
絃
な
く
、
之
に
墓
い
て
討
議
せ
ら
れ
た
る
踊
の
輩
案
噂
あ
る
o
但
し
予
は
之
を
坐
岩
緯
藏
し
な
い

か
ら
，
．
今
は
た
ど
鳳
丈
に
随
つ
て
同
じ
《
車
案
第
何
傑
滲
照
建
記
し
，
後
日
の
研
究
に
倹
つ
ζ
建
竃
し
た
O

σ郵）

　
　
　
　
　
　
口
憲
法
と
革
命

張
知
素
・
氏
の
『
民
國
憲
淡
趨
草
崖
且
窩
の
擁
…
舐
“

鳳
四
五
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襲
契
秀
蕾
嚢
蓬
黛
曇
醗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢

　
縫
代
憲
法
は
多
く
童
命
の
産
物
で
あ
る
o
し
か
し
て
革
命
が
憲
法
に
要
求
す
る
と
こ
ろ
は
憲
法
の
カ
を
籍
り
て
保
詮
に
資
せ
ん
と
す

る
に
あ
る
o
故
に
國
家
が
憲
法
を
制
定
す
る
の
は
．
一
國
の
偉
大
な
る
立
法
事
業
で
あ
る
が
、
決
し
て
周
難
な
る
工
作
で
は
な
い
。
筍

く
も
箪
命
の
要
求
、
す
る
所
を
認
識
し
て
、
立
法
的
技
衛
に
よ
り
、
一
定
の
継
織
あ
る
簡
聡
明
瞭
の
條
丈
で
革
命
の
饗
求
を
い
ち
い
ち
記

載
す
る
な
ら
ぱ
、
　
酬
個
の
憲
法
は
兜
成
さ
れ
た
と
認
む
可
き
で
あ
つ
て
ヤ
た
讐
夫
が
良
憲
法
と
日
ひ
得
る
や
否
や
は
、
　
『
つ
に
革
命
め

婆
求
に
適
合
す
る
や
否
や
を
以
で
断
づ
る
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
〇

　
一
七
八
七
年
の
米
國
憲
法
及
ぴ
一
七
九
鰍
年
の
佛
國
憲
法
は
、
一
般
に
個
人
の
自
由
説
畿
を
奉
じ
た
も
の
で
、
塾
す
れ
も
之
を
以
て

そ
の
軌
範
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
の
露
西
亜
憲
法
及
び
一
九
一
九
年
の
濁
遙
憲
法
は
、
鱒
般
に
灘
會
主
義
叉
は
敵
會
改
良
主

義
を
奉
じ
之
も
の
で
、
之
ま
た
各
々
争
ふ
て
相
質
許
し
て
ゐ
る
o
と
こ
ろ
で
ヤ
昆
．
等
の
憲
法
の
内
容
は
、
．
決
し
て
憲
法
起
草
者
の
凋
爵

的
創
作
で
は
な
く
、
實
は
革
命
嘗
時
、
民
衆
の
革
命
要
求
に
按
じ
て
出
來
た
も
の
で
あ
る
〇
＋
八
世
紀
、
資
本
主
義
勃
興
の
始
に
當
つ

て
は
一
般
市
民
階
級
は
國
王
の
專
制
政
治
下
に
在
つ
て
暴
虐
の
歴
迫
を
受
け
，
個
人
の
財
寄
は
た
璽
に
自
由
に
機
展
す
る
こ
と
が
田
來

な
か
つ
た
ぱ
か
り
か
、
常
に
侵
害
を
蒙
つ
て
ゐ
た
か
ら
、
ヒ
』
に
於
て
、
雫
ふ
て
個
人
自
由
蛮
義
の
革
命
と
な
め
、
先
づ
米
國
に
一
七

七
六
年
七
月
四
日
の
凋
立
を
惹
起
し
、
次
で
佛
蘭
西
に
一
七
八
九
年
七
月
十
四
日
の
暴
動
を
見
た
の
で
あ
る
。
世
人
、
米
佛
憲
法
を
談

ウ
る
者
、
既
等
の
憲
法
嚇
個
人
の
自
由
樒
に
封
し
て
規
定
す
る
と
と
甚
だ
詳
か
で
あ
ρ
、
且
り
竈
横
分
立
主
義
を
以
て
政
府
專
制
を
防

止
す
る
に
つ
と
め
た
織
を
見
て
、
個
人
自
由
に
封
す
る
保
護
の
極
め
て
周
到
で
あ
る
こ
と
を
賛
稽
し
汝
い
者
は
な
恥
。
し
か
も
輔
と
た

び
其
實
際
を
究
む
れ
ば
、
米
佛
憲
法
が
し
か
く
個
入
自
歯
を
奪
重
し
た
所
以
は
、
當
時
の
市
罠
階
級
が
個
人
自
由
と
い
ふ
革
命
要
求
を

有
し
た
る
が
故
に
途
に
之
を
憲
法
が
記
載
し
た
ま
で
の
と
と
で
あ
る
〇

　
二
十
世
組
以
來
、
個
人
の
自
由
素
磯
「
極
端
に
嚢
遽
し
宅
肚
會
の
財
富
漸
く
少
数
の
手
に
集
中
し
、
之
に
由
つ
て
貧
富
不
均
衡
の
現
象
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ず
噂
に
融
會
に
謂
漫
し
、
多
数
の
窮
蓬
民
衆
ぱ
贅
本
家
の
歴
蓮
を
深
く
感
じ
て
、
、
而
か
捲
生
活
に
は
何
等
の
保
障
が
無
い
o
乙
．
ム
に
於

て
贅
産
階
級
を
排
除
し
、
勢
働
階
級
を
擁
護
す
る
就
會
革
命
な
る
も
の
が
脚
九
一
七
年
及
び
一
九
隅
九
殊
㌍
前
後
し
て
露
西
亜
及
び
猫

遙
に
爆
嚢
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
露
西
亜
に
は
無
産
階
級
を
擁
護
し
、
資
本
家
の
財
産
を
浸
牧
す
敏
底
の
灘
會
主
義
憲
法
が
倒

現
し
、
凋
逸
に
は
聾
働
者
の
特
別
保
護
及
び
私
有
財
産
を
制
限
す
る
底
の
肚
會
改
良
主
義
憲
法
が
出
現
し
た
。
此
等
の
憲
法
は
、
個
人

本
位
よ
り
融
會
本
位
に
進
ん
だ
も
の
で
、
世
人
多
く
ぱ
憲
法
史
上
の
一
新
階
段
と
日
ふ
6
，
而
，
し
て
そ
の
憲
法
内
容
の
新
レ
い
風
以
は
、

乃
ち
一
．
般
民
衆
が
既
種
革
命
の
新
要
求
を
持
つ
て
ゐ
た
所
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
醜
に
革
命
の
新
要
求
が
あ
る
以
上
，
鵯
つ
の
新
憲
法

が
之
を
保
護
せ
ざ
る
を
得
な
柄
こ
と
は
同
ふ
ま
で
も
な
く
、
露
濁
の
憲
法
．
は
．
い
す
れ
も
國
内
艮
衆
の
箪
命
要
求
鵬
基
い
で
記
載
さ
れ
た

も
の
に
遍
ぎ
ね
4

　
孫
廓
由
先
生
像
、
民
國
の
一
・
般
民
衆
が
外
は
國
際
帝
國
主
義
の
侵
凌
を
受
け
、
内
は
軍
閥
専
制
政
治
の
鷹
迫
を
蒙
む
葛
覚
毒
を
深
く
．

知”

砂
ユ
且
つ
資
本
主
義
は
必
ナ
し
も
善
良
の
灘
會
制
慶
に
非
る
こ
と
を
想
ひ
、
民
族
。
民
権
・
民
主
の
三
民
主
義
を
唱
へ
．
、
全
國
罠
衆
を

脂
導
し
て
革
命
蓮
動
に
從
事
し
た
。
全
國
民
衆
も
ま
た
民
族
主
義
に
擦
る
こ
と
に
よ
つ
て
始
め
て
國
際
地
位
の
畢
等
を
促
進
し
塾
民
棲

主
義
緯
よ
つ
て
始
め
て
政
治
地
位
の
李
等
を
促
進
し
ヤ
民
生
主
義
に
よ
つ
て
始
め
て
経
濟
地
位
の
挙
等
を
促
進
し
得
る
で
訪
，
ら
ケ
こ
と

を
感
知
し
た
℃
そ
と
で
、
三
民
主
義
の
實
行
は
已
に
全
國
民
衆
の
革
命
要
求
ど
な
つ
た
の
で
あ
る
o
故
に
今
次
制
、
髭
の
民
國
憲
法
は
共

内
容
を
三
民
主
義
に
擦
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
こ
と
は
自
ら
不
易
の
道
理
で
あ
る
。
．
蓋
し
前
蓮
の
如
く
、
憲
法
汝
る
も
の
は
、
も
と
、
藁
命
の

翼
求
、
を
保
謹
し
，
革
命
の
要
求
を
記
載
す
る
具
で
あ
つ
て
、
三
民
主
躾
が
已
に
全
國
民
衆
の
革
命
要
求
と
な
り
た
か
ら
忙
は
㌔
荷
く
も

今
度
の
患
法
に
し
て
既
種
の
要
求
に
適
慮
し
て
之
を
規
定
す
る
こ
と
が
幽
來
な
い
な
ら
ぱ
、
そ
み
駈
瞬
る
憲
法
ぱ
已
に
革
命
の
窓
法
で

あ
る
と
認
め
る
課
に
ぱ
ゆ
か
ぬ
o
さ
れ
ぱ
、
三
民
主
義
を
憲
法
に
加
へ
る
こ
と
爬
就
て
疑
を
懐
く
の
は
、
寧
ろ
三
民
主
義
を
誤
解
し
、

　
　
　
　
　
一
露
血
凋
潅
“
氏
の
『
昆
”
國
轡
霊
躍
血
鵬
置
丁
竃
厩
臨
の
傭
”
蹴
刷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厭
臨
鴨
索
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脹
知
串
民
の
『
民
國
憲
決
趨
掌
瀧
蔦
』
の
解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八

数
十
年
來
の
革
命
の
謄
史
を
硯
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
三
民
主
義
を
憲
法
に
探
入
れ
る
こ
と
は
毫
も
疑
義
無
し
と
し
て
、
さ
て
然
ら
ぱ
如
何
な
る
規
定
を
設
く
ぺ
き
や
は
、
細
心
に
論
究
し

な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
o
想
ふ
に
三
民
主
義
を
實
現
す
る
に
は
二
種
の
方
法
が
あ
る
で
あ
ら
う
o
瞬
つ
は
三
民
主
義
の
實
行
を
妨
害
す
る
障

害
物
を
除
去
す
る
ヒ
と
で
あ
つ
て
、
今
一
と
つ
は
、
三
民
主
義
の
理
論
に
照
し
て
之
を
竃
際
に
施
す
こ
と
で
あ
る
o
若
し
實
際
の
塊
行

ば
か
り
を
欲
し
て
障
害
物
を
消
減
し
得
な
い
な
ら
ぱ
、
三
民
主
義
の
實
現
さ
れ
る
日
を
望
む
こ
と
は
到
底
出
來
な
い
o
饒
に
一
般
民
衆

が
革
命
蓮
助
に
参
加
し
た
と
き
、
あ
ら
ゆ
る
革
命
の
要
求
例
へ
ぱ
、
『
民
族
利
盆
の
擁
謹
』
と
か
明
民
主
政
治
の
實
現
』
と
か
『
民
衆
利

盆
の
擁
護
』
と
か
、
其
他
『
帝
國
主
義
の
打
倒
』
『
軍
閥
の
漕
滅
』
『
非
資
本
主
義
道
路
へ
の
走
向
』
ー
等
の
聾
は
、
す
で
に
全
國
に
瀟

漫
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
所
謂
る
『
民
族
利
盆
の
擁
護
』
と
は
民
族
主
義
の
實
行
に
封
す
る
嬰
求
で
あ
り
、
『
民
主
政
治
の
實
現
』
と
は

民
構
主
義
實
行
へ
の
嬰
求
で
あ
り
、
『
民
衆
利
盆
の
擁
護
』
と
は
民
生
主
義
の
實
府
に
封
す
る
要
求
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
『
帝

國
主
義
の
打
倒
』
に
至
づ
宅
は
、
民
族
主
義
の
賓
行
を
妨
害
す
る
障
害
物
を
漕
滅
す
る
こ
と
に
勤
す
る
嬰
求
で
あ
り
、
『
軍
閥
の
漕
滅
』

な
、
昆
櫨
主
義
の
實
行
を
妨
害
す
る
障
害
物
清
滅
の
要
求
で
あ
り
、
『
非
資
本
主
義
道
路
へ
り
電
向
h
は
、
民
生
主
義
の
實
行
を
妨
害
す
る

瞳
蓉
物
を
消
滅
さ
せ
や
う
と
の
要
求
で
あ
る
o
か
く
の
如
く
ん
ぱ
、
憲
法
は
一
方
、
三
民
主
義
の
實
行
を
規
定
す
る
と
同
時
に
地
面
、

三
民
主
義
の
實
行
を
妨
害
す
る
障
凝
に
鋤
し
て
も
宜
し
く
之
を
防
止
す
る
や
う
な
規
定
を
設
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
規
定
の
要

旨
を
左
に
蓮
べ
て
み
よ
う
o

　
（
甲
）
　
民
族
に
關
す
る
も
の

　
民
挨
の
團
結
－
保
護
．
稜
展
に
封
す
る
國
家
の
任
務
は
元
よ
り
主
要
な
も
の
で
あ
乃
。
憲
法
は
此
等
の
任
務
に
就
て
相
當
の
條
丈
を
設

く
可
巻
で
あ
る
は
自
ら
論
ナ
る
ま
で
も
な
い
（
第
二
編
草
案
、
第
九
・
第
十
・
第
二
、
第
十
三
條
謬
照
）
。
が
併
し
、
僅
か
に
此
種
の
規
定
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が
あ
る
ぱ
か
り
で
は
、
民
族
主
義
の
費
行
の
た
め
に
爾
ほ
不
足
の
嫌
が
あ
る
o
す
べ
か
ら
く
、
民
挨
利
盆
を
妨
害
す
る
と
こ
ろ
の
帝
國

主
義
に
鋤
し
て
も
、
法
を
設
け
て
之
を
防
止
す
ぺ
き
で
あ
つ
て
、
か
く
て
こ
そ
始
め
て
實
行
の
日
的
が
蓮
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
o
敵
に
帝

國
主
嚢
嚇
何
等
か
の
ロ
實
を
籍
り
て
領
土
を
窺
観
す
る
や
う
な
こ
と
を
杜
絶
す
る
た
め
に
は
、
全
國
領
土
に
就
き
憲
法
は
列
畢
的
規
定

護
く
響
で
あ
る
（
葉
獺
読
鑛
齢
鰐
賢
離
漁
雑
落
雛
都
縫
翻
躍
雀
）
．
叉
、
帝
國
嚢
外
交
上
の
侵
略
を

漕
滅
す
る
た
め
に
は
，
自
由
弔
等
に
蓮
反
す
る
條
約
は
改
修
或
は
之
を
拒
縄
す
る
の
規
定
を
殺
く
可
き
で
あ
の
、
帝
國
主
義
の
武
力
璽

迫
に
抵
抗
す
る
た
め
に
は
、
國
防
の
規
定
を
設
く
べ
き
で
あ
る
（
第
二
編
草
案
、
第
四
。
第
九
・
第
十
一
條
滲
照
）
o
凡
そ
此
等
は
み
な
孚

殖
民
地
支
那
φ
國
情
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
革
命
民
衆
一
般
の
切
迫
し
た
嬰
求
な
の
で
あ
る
。

　
（
乙
）
民
穰
に
關
す
る
も
の

　
人
民
の
模
利
は
自
由
櫨
と
い
ひ
、
参
政
模
と
い
ひ
、
均
し
く
憲
法
の
中
に
之
を
保
鐙
し
て
以
て
人
民
に
享
有
及
び
行
便
せ
し
む
る
こ

と
は
輔
般
民
主
國
家
の
同
じ
う
す
る
所
、
民
國
憲
法
も
ま
た
此
種
規
定
を
峡
く
能
は
ざ
る
こ
と
は
自
ら
贅
述
す
る
ま
で
も
な
悟
o
民
國

は
辛
亥
革
命
以
來
、
民
主
政
治
を
以
て
相
號
召
し
、
民
穫
の
保
障
に
封
し
て
も
元
年
度
の
臨
時
約
法
は
相
當
の
規
定
を
持
つ
て
ゐ
た
o

た
讐
然
．
し
、
民
棲
を
妨
害
す
る
軍
閥
に
封
し
て
は
、
未
だ
之
を
防
止
し
之
を
，
浩
滅
す
る
こ
と
を
思
は
な
か
つ
た
の
で
、
途
に
斌
人
の
專

横
と
民
櫨
の
消
沈
と
を
醸
成
し
、
震
世
凱
よ
り
曹
錫
に
至
る
十
蝕
年
間
は
全
く
一
轍
で
あ
つ
た
o
國
民
は
今
に
至
つ
て
之
を
思
ひ
猶
ぼ

絵
痛
を
有
す
る
次
第
で
あ
る
。
さ
れ
ぱ
今
次
の
憲
法
が
民
櫨
を
保
障
す
る
規
定
を
設
廿
る
の
は
勿
論
、
民
樒
を
妨
害
す
る
軍
閥
致
治
に

鋤
し
て
も
、
當
さ
に
防
杜
し
て
再
ぴ
軍
閥
横
暴
の
日
を
繰
返
さ
ぬ
よ
う
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
此
種
の
焼
定
に
關
し
て
は
先
づ
二
つ

に
分
け
て
考
へ
る
こ
と
が
出
來
よ
う
O

　
（
一
）
　
軍
人
の
政
治
干
渉
を
禁
止
す
る
と
と
　
（
二
）
　
軍
人
の
行
政
元
首
に
就
任
を
制
限
す
る
こ
と
o

　
　
　
　
　
礎
一
知
本
箆
の
『
民
國
憲
法
趨
寧
窟
見
』
の
解
髭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九



（働

　
　
　
　
　
張
娼
塞
氏
の
『
罠
闘
驚
洩
鵡
‡
寵
見
険
δ
解
誘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
識
⑭

　
先
づ
第
貞
の
．
顯
に
就
て
日
へ
ぱ
、
軍
人
の
政
治
干
渉
は
政
治
上
の
大
弊
害
で
融
る
¢
輔
，
一
・
十
籐
傘
策
、
・
，
國
家
が
紛
飢
に
陥
り
、
人
民
が

そ
＠
肇
毒
を
豪
つ
距
の
は
、
主
要
原
因
こ
』
に
胚
胎
し
た
と
日
ふ
こ
と
が
毘
來
る
。
民
國
二
年
、
各
賓
の
都
督
は
天
壇
憲
法
草
案
に
干

渉
し
亡
國
民
窯
の
解
散
と
國
民
窯
識
員
養
格
の
取
檎
と
を
主
張
し
て
震
世
凱
帝
制
の
謀
を
助
成
し
た
。
五
年
、
か
の
八
省
督
電
瞬
ぼ
段

藤
瑞
丙
”
閣
を
擁
護
し
て
國
會
の
解
散
を
要
求
し
、
絡
に
簿
儀
復
腓
の
臨
を
醸
成
し
た
。
此
外
か
安
直
爾
系
の
職
雫
ば
、
軍
人
准
苓
曹
鐡
創

張
作
療
等
溝
安
稿
系
國
務
員
の
冤
職
を
申
譜
し
た
ζ
と
に
よ
つ
て
起
り
、
ま
た
奉
直
雨
系
の
畢
は
、
軍
人
張
作
森
と
臭
倣
孚
と
那
梁
士

語
肘
閣
に
封
し
て
一
つ
は
擁
護
し
一
つ
は
排
瓶
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
起
つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
國
内
の
戦
争
ぼ
多
く
軍
人
干
政

に
端
響
畿
し
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
憲
法
を
制
定
す
る
に
當
つ
て
は
、
國
家
の
長
治
久
安
を
整
む
児
地
か
ら
、
軍
ん
政
滑
干
渉
σ
．
一
鮎

に
麓
ぎ
、
特
拠
の
條
文
を
設
け
て
之
を
制
隈
す
ぺ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
『
軍
人
は
國
家
の
命
令
に
服
從
し
て
國
悉
を
防
衛
す
み
を
除
く

の
外
が
、
政
治
上
の
言
諭
を
嚢
表
す
る
こ
と
を
得
す
』
と
い
ふ
や
う
な
規
定
は
、
蜜
に
憲
法
の
條
交
中
に
鋏
“
て
ぽ
な
ら
ぬ
も
の
で
お

る
（
第
二
編
第
十
一
條
策
二
項
参
照
）
ゆ
世
に
は
か
』
る
規
定
は
軍
人
の
言
論
自
由
に
損
審
を
及
ぼ
す
な
き
や
を
疑
ふ
者
が
あ
る
。
或
は

拳
う
か
む
識
⑳
な
い
、
が
然
し
．
攣
純
な
る
濤
論
の
自
由
塾
例
へ
ぱ
新
聞
霧
誌
に
論
読
を
嚢
表
し
」
或
は
禽
議
場
に
於
て
墨
理
を
講
演

ず
る
離
鎖
ぎ
ば
噂
軍
人
た
軌
と
も
此
學
識
が
あ
る
分
で
あ
づ
て
、
國
土
防
衛
の
職
務
に
妨
げ
な
く
、
或
は
犯
罪
に
渉
ら
ぬ
限
ゲ
は
、
・
営

一
餐
日
由
罐
之
を
爲
す
と
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
憲
法
の
所
謂
る
『
政
滑
上
の
言
論
を
護
表
す
番
を
得
す
』
と
は
、
自
ら
之
を
指
し
て
日

ふ
お
で
ほ
な
“
o
乃
ち
軍
人
に
制
限
を
加
へ
て
武
力
を
霧
盾
と
し
政
治
忙
干
渉
す
る
を
得
ざ
ら
し
め
や
う
と
い
ふ
の
で
あ
つ
て
」
前
蓮

の
麹
《
」
、
各
省
督
軍
並
に
八
省
督
軍
團
等
の
演
じ
た
る
故
事
汐
繰
返
さ
ぬ
た
め
で
あ
み
。
蓋
し
践
力
を
特
で
政
潰
に
干
渉
し
以
て
、
其

婁
“
．
求
ず
ぢ
所
を
成
途
ぐ
る
も
の
と
せ
ぱ
嚇
軍
人
は
、
蹟
屋
專
横
、
勝
手
次
第
の
こ
と
を
な
す
に
冤
る
で
あ
ら
う
o
假
に
求
む
る
所
を
途

繧ぎら

し
め
ぼ
、
必
樹
や
武
力
を
以
て
、
其
主
張
を
貫
徹
す
べ
く
、
か
く
て
は
内
飢
の
繭
こ
れ
に
随
て
超
る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
憲
浅
に



β51）

揉
と
遠
め
如
匙
傑
文
が
何
と
し
て
も
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
“
の
で
あ
る
。
い
づ
た
蟻
軍
人
は
國
土
防
穂
め
重
要
使
命
を
負
ふ
の
で
あ
る
か

ら
、
霧
識
期
問
中
は
そ
の
政
治
上
の
主
張
の
當
否
を
閥
は
ウ
、
一
時
声
之
に
制
限
を
加
へ
、
彼
を
し
て
專
心
國
防
に
服
務
せ
し
む
蚤
な

ら

褄
、
損
私
釜
公
、
其
理
も
亦
正
し
い
o
の
み
な
ら
す
、
微
兵
制
度
の
塘
行
後
は
人
は
皆
な
兵
役
に
服
す
る
襲
務
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、

所
謂
る
軍
人
と
い
ふ
一
階
段
は
特
則
の
事
情
を
除
く
外
か
何
人
と
難
も
倶
に
纏
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
o
人
人
臨
に
軍
入
た

為
の
一
日
あ
る
も
の
と
せ
ぼ
、
寧
人
に
勧
限
を
加
へ
七
政
沿
上
の
主
張
を
爲
し
得
ざ
ら
し
む
る
は
，
‘
と
り
も
な
姪
さ
す
、
人
入
が
一
度

は
鐙
の
制
限
を
受
け
る
時
が
あ
畜
灘
と
な
り
、
民
主
政
治
下
に
於
け
る
亭
等
の
精
榊
に
毫
も
抵
鯛
し
は
L
惣
い
。
此
種
の
規
定
に
疑
老

懐
堂
蔚
も
、
若
し
以
ぬ
蓮
べ
距
各
鮎
を
明
瞭
に
す
る
ご
と
が
出
來
る
な
ら
ぱ
、
必
す
や
悦
然
た
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。

．

藁
二
の
貼
に
就
て
日
へ
ぱ
、
行
欧
の
元
首
に
軍
人
が
當
選
し
て
は
な
ら
ぬ
と
㎞
ふ
制
隈
は
，
，
各
國
に
も
先
例
が
な
い
o
然
し
、
ご
れ

ま
で
何
回
と
な
く
繰
返
さ
れ
た
大
飢
は
、
多
く
軍
人
か
大
総
統
に
就
任
し
た
こ
と
に
よ
り
、
或
は
大
絡
統
の
地
位
を
競
つ
た
a
と
に
ま

つ
董
融
笙
し
た
も
の
で
あ
る
。
警
へ
ぱ
震
世
凱
は
自
涯
以
外
の
者
を
排
除
し
て
帝
制
を
自
ら
企
て
、
始
め
は
兵
を
派
L
宅
江
西
匝
江
蘇

を
敦
撃
し
、
縫
い
で
同
じ
く
涙
兵
し
て
四
川
・
湖
南
を
鎭
璽
し
、
以
て
融
會
を
躁
踊
し
民
衆
を
屠
殺
し
た
が
、
震
世
凱
忙
し
で
軍
人
●
大

綿
統
で
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
當
時
、
北
洋
派
の
武
力
は
彼
と
何
等
の
私
人
的
感
情
な
く
．
被
は
自
己
の
爲
に
之
を
援
用
し
宅
私
謀
を
途

げ
る
謁
に
は
建
か
な
か
り
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
随
つ
て
あ
れ
程
の
綱
も
起
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
又
、
繋
へ
ば
曹
鋭
が
大
纏
統
の

地
位
を
鋭
づ
て
亀
競
倫
瀧
力
，
始
め
は
安
直
載
争
を
、
次
晒
て
奉
直
職
孚
を
惹
起
し
」
國
内
の
紛
乱
を
数
年
の
久
し
き
に
亘
ら
し
め
た

麟
畢
假
に
醤
時
、
軍
人
は
大
総
統
に
當
選
す
る
を
得
す
と
』
い
ふ
例
が
あ
つ
た
な
ら
ぱ
、
．
曹
錫
は
他
人
を
征
服
し
て
大
樺
を
奪
ひ
取
ら
う

と
拡
考
べ
な
か
り
た
の
で
あ
ら
う
し
、
随
つ
て
安
直
・
奉
直
の
戦
絹
或
は
穫
生
し
な
か
つ
た
か
も
識
晒
な
い
o
故
に
憲
法
は
、
ま
漆
に
邊

職
三
年
縄
満
た
ざ
る
軍
人
は
大
繕
統
に
欝
選
す
る
を
得
す
と
規
定
す
ぺ
き
で
あ
る
。
こ
の
種
の
綴
限
規
定
を
以
て
全
く
の
創
見
寄
あ
る

　
　
　
　
　
霧
糞
畠
器
憲
難
事
憂
』
の
髭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茎



（152）

　
　
　
　
　
張
知
本
氏
の
『
民
國
竃
法
鵡
掌
慰
晃
圏
の
儲
蹴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
誠
二

と
見
る
向
き
も
あ
る
か
ら
、
特
陀
再
び
其
理
由
を
學
げ
て
之
を
明
k
し
よ
う
。
（
一
）
軍
人
が
総
統
た
φ
褐
る
も
の
と
せ
ぱ
、
た
讐
に
興

在
位
中
、
原
有
の
武
力
を
挨
み
、
働
行
逆
施
、
横
暴
を
極
む
る
ぱ
か
び
で
な
く
、
就
任
以
前
に
於
て
覧
、
大
穫
を
競
槻
し
て
、
窮
兵
疑

武
、
大
に
其
暴
力
を
逞
し
う
す
る
こ
と
は
、
柱
事
爬
之
を
按
す
ぺ
く
、
叢
に
多
く
蓮
ぺ
る
ま
で
も
な
い
。
さ
れ
ぽ
、
懲
前
紫
後
、
ま
さ

に
預
じ
め
之
を
防
止
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
（
二
）
軍
人
は
武
事
を
專
ら
と
し
、
政
治
的
経
験
を
鋏
く
こ
と
は
自
ら
通
例
で
あ
る
。
遽
か

に
行
政
の
元
首
た
ら
し
め
ぱ
、
封
内
政
治
K
於
て
も
封
外
政
治
に
於
て
も
適
當
の
慶
置
を
鋏
く
場
合
が
必
す
や
多
い
こ
と
で
あ
ら
う
o

よ
し
ん
ぱ
、
故
意
の
倒
行
逆
施
で
は
な
く
と
も
國
を
綱
し
國
民
を
映
す
る
に
憂
り
は
な
い
。
故
に
退
職
箪
隼
後
に
始
め
て
當
選
し
得
る

も
の
と
す
れ
ば
、
一
つ
に
は
退
職
期
間
内
に
於
て
政
治
智
識
の
増
養
に
從
事
す
る
こ
と
も
出
來
る
し
、
今
幽
つ
に
は
久
し
く
兵
櫨
か
ら

醸
れ
て
ゐ
る
か
ら
武
力
を
利
溺
す
る
こ
と
も
出
來
す
、
随
つ
て
彼
の
當
選
は
藁
正
の
民
憲
に
餌
づ
る
の
で
あ
つ
て
塾
勢
梶
迫
ま
ら
れ
て

其
人
に
非
ざ
る
者
を
選
毘
す
る
虞
が
無
く
な
る
で
あ
ら
う
o
（
三
）
軍
人
は
饒
に
絡
統
に
嘗
選
す
る
を
得
ず
と
す
れ
ぱ
、
善
良
な
る
軍
人

は
政
客
の
窓
態
に
階
つ
て
政
械
に
熱
中
し
、
そ
の
一
意
衛
國
の
素
志
を
攣
へ
る
こ
と
も
無
く
、
叉
、
野
心
軍
人
も
始
め
か
ら
企
圏
す
べ

き
所
瀞
無
い
か
ら
、
國
土
を
防
衛
す
る
以
外
に
は
、
國
内
挺
於
て
無
釜
な
る
私
人
の
窮
兵
頴
斌
を
爲
す
課
が
な
い
o
さ
れ
ぱ
軍
人
の
総

統
當
選
に
制
限
を
加
へ
る
こ
と
ぱ
、
軍
人
遣
徳
を
増
養
し
、
軍
入
人
格
を
増
高
す
る
謹
忙
も
な
る
o
（
四
）
軍
人
の
憩
統
當
選
に
制
限
を

加
へ
た
例
は
各
國
に
も
無
い
が
、
議
員
に
當
蓬
す
る
こ
と
を
鋼
隈
す
る
も
の
は
決
し
て
少
く
は
な
h
。
抑
も
議
員
は
立
法
櫨
を
行
使
す

る
者
で
、
納
統
は
行
政
壌
を
行
使
す
る
者
で
あ
る
o
而
し
て
他
國
が
そ
の
特
殊
事
惰
に
よ
わ
軍
人
の
立
法
搬
享
有
匿
封
し
て
制
限
を
掴

へ
る
が
如
く
、
民
國
が
特
殊
の
纂
情
に
よ
り
軍
人
の
行
政
櫨
享
有
に
制
限
を
加
へ
る
こ
と
』
し
て
も
，
其
理
ぱ
全
く
同
じ
で
あ
る
o

（
五
）
権
利
の
不
等
絃
本
と
民
主
國
の
特
徴
で
あ
る
。
軍
人
の
総
統
當
選
制
限
に
反
封
す
る
着
は
、
大
概
ね
季
等
櫻
に
蓮
反
す
る
と
い
ふ

ヒ
と
を
以
て
唯
一
の
理
由
と
す
る
が
、
然
し
前
述
の
如
く
徴
兵
制
度
の
施
行
後
は
人
人
均
し
く
軍
人
た
る
の
一
日
が
あ
る
の
で
あ
つ
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て
か
表
面
上
、
制
限
を
受
く
る
者
は
軍
人
に
限
ら
れ
る
が
、
其
實
、
人
々
は
均
し
く
遣
の
制
限
を
受
け
る
可
能
が
あ
る
課
で
あ
る
。
此

鮎
に
就
て
は
横
利
準
等
の
精
淋
を
損
ず
る
こ
と
は
な
悟
。
（
六
）
佛
蘭
西
現
行
憲
法
に
は
君
主
の
後
衛
は
大
統
領
に
選
ぱ
る
』
を
得
す
と

の
規
定
が
あ
る
o
君
主
の
後
喬
も
亦
人
民
に
外
な
ら
ぬ
以
上
、
其
被
選
畢
権
に
制
限
を
加
ふ
可
き
で
な
い
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
ナ
ボ

レ
オ
ン
の
事
皆
に
塵
み
て
帝
制
の
復
興
を
恐
れ
る
が
故
に
か
嵩
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
o
麺
と
同
じ
の
意
味
で
軍
人
に
制
限

を
加
へ
る
こ
と
は
、
事
情
は
彼
此
不
同
で
あ
つ
て
も
、
民
主
政
治
の
敵
人
が
再
起
す
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
は
、
爾
者
と
も
二
つ
で
は

な
い
o

　
（
丙
）
　
民
生
に
闘
す
る
も
の

　
憲
法
の
中
に
民
生
に
關
す
る
一
項
、
櫨
へ
ぱ
農
工
の
保
護
、
老
溺
の
撫
郎
な
ど
、
直
接
紀
民
生
を
維
持
す
る
規
定
は
今
日
の
貧
富
懸

殊
の
肚
會
に
在
て
は
自
ら
峡
け
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
軌
故
に
、
今
日
に
於
て
資
本
主
義
に
封
し
法
を
以
て
制
限
を
加
へ
、
以
て
肚

會
を
『
民
生
主
義
道
路
へ
の
走
向
』
へ
導
く
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
、
民
生
問
題
は
経
に
解
決
す
る
の
日
が
無
ψ
で
あ
ら
う
。
則
ち
個
人
の
私

有
財
産
に
封
し
て
は
そ
の
享
有
及
び
使
用
に
制
限
を
加
ふ
ぺ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
殊
に
土
地
に
就
て
は
漸
時
に
之
を
國
有
に
移
し
、
以

て
中
山
先
生
の
『
耕
す
者
は
其
田
を
有
す
』
と
い
ふ
主
張
を
貫
微
す
べ
き
で
あ
る
。
叉
、
公
盆
に
直
接
關
係
す
る
企
業
は
勿
論
、
一
切

の
大
企
彙
等
も
、
法
を
設
砂
て
國
警
に
牧
露
し
、
以
て
資
本
家
の
私
利
を
圖
り
勢
働
者
を
腰
迫
す
る
機
會
を
減
少
せ
し
む
べ
き
で
あ
る

（
第
二
編
草
案
第
百
五
十
四
條
。
第
百
五
十
五
僚
参
照
）
。
か
く
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
始
め
て
民
生
問
題
は
圓
満
梶
解
決
す
る
で
あ
ら
う
o

　
紬
じ
て
之
を
日
へ
ば
、
三
民
主
義
を
慶
行
す
る
こ
と
ぱ
今
次
革
命
の
目
的
で
あ
つ
て
、
一
三
民
主
義
實
行
の
障
害
物
1
ー
則
ち
帝
國
主

義
、
軍
閥
、
資
本
主
義
等
を
溝
滅
せ
し
む
る
ヒ
と
も
亦
一
般
革
命
民
衆
の
切
迫
せ
る
要
求
で
あ
る
。
果
し
て
さ
う
な
ら
ぱ
、
今
弐
の
憲

法
に
ぱ
此
種
の
要
求
に
就
て
の
相
嘗
規
定
が
設
け
ら
れ
ね
ぱ
た
ら
ぬ
の
で
あ
つ
て
、
是
が
無
い
限
り
は
三
民
主
義
を
根
擦
と
す
る
憲
法

　
　
　
　
　
瀞
幽
知
本
氏
の
『
民
國
叢
鋒
超
掌
慧
見
』
の
解
髭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
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塵
一
始
本
箆
の
『
厩
闘
黛
盤
【
職
｝
輩
慧
臨
還
の
擁
…
一
麗

な
O
と
は
日
は
れ
な
い
。
別
言
す
れ
ぱ
革
命
後
の
憲
法
で
は
な
い
と
謂
ふ
べ
豊
で
あ
る
。

一
竃
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
憲
法
の
編
成

　
砦
國
の
憲
法
編
成
を
見
る
に
、
原
と
輔
定
の
形
式
が
み
る
謬
で
は
な
“
◎
そ
の
編
・
章
を
分
つ
の
は
、
主
要
内
容
が
．
其
内
に
包
括
置

為
《
逡
す
所
無
い
こ
と
セ
求
む
る
で
あ
る
。
故
に
先
日
、
・
立
法
院
婁
起
草
委
員
曾
の
菓
薬
婆
員
が
民
國
憲
法
は
ま
さ
に
民
族
峨
民
嘩
亀

民生艦

墓
頓
㌃
編
を
分
つ
可
琶
で
あ
渇
と
提
議
し
た
．
時
、
余
は
此
編
成
法
な
形
式
極
め
て
新
し
い
が
、
甲
同
時
に
甚
だ
機
械
的
乏
な
り
，

措
健
・
饗
籐
，
楼
趣
置
く
こ
と
が
出
來
な
い
こ
と
そ
恐
れ
た
の
．
で
あ
つ
た
ヂ
然
し
薬
後
詳
に
考
へ
た
結
果
、
三
民
分
編
の
形
式
ぱ
盤
買
に
三

畏
主
義
を
捜
篠
蒼
知
て
規
定
す
る
憲
法
起
慮
は
し
い
も
Q
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
に
釜
つ
た
の
で
あ
る
o
且
つ
提
案
奢
は
民
族
6
最
穣
辱

異
生
の
…
編
の
外
に
塞
本
原
則
と
附
則
と
の
ご
篇
を
増
し
て
是
を
そ
の
前
後
に
分
概
す
れ
ば
憲
法
の
内
容
を
全
部
包
括
し
能
は
ぬ
虞
が

無
｝
亡
主
張
し
て
ゐ
る
o
故
に
今
次
の
憲
法
は
此
提
案
を
採
用
し
て
妨
げ
な
い
と
想
ふ
o
た
醤
灘
の
名
を
用
ひ
て
必
す
し
も
篇
名
を
用

ひ
ぬ
ヒ
と
飼
し
た
晒
o
何
ぜ
な
れ
ぱ
、
基
本
原
則
と
附
期
と
は
其
内
容
極
め
て
簡
軍
で
あ
り
、
害
國
の
文
字
使
用
上
の
逼
例
で
は
、
大

概
ね
篇
と
名
づ
く
る
も
の
は
内
容
複
雑
の
も
の
で
あ
る
か
ら
o
今
、
蕪
に
形
式
を
略
述
す
る
と
；

　
一
基
本
原
則

　
二
民
旋

重
民
櫻

四
』
民
生

五
鯖
則
．



（肇関）

　
（
榊
）
基
本
原
則
の
章
ぱ
、
建
國
の
大
本
を
規
定
す
ぺ
き
で
、
所
謂
る
建
國
の
大
本
と
は
即
ち
三
民
主
義
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
最
初

麓
顧
艘
を
三
民
主
義
共
和
國
と
爲
す
旨
を
規
定
す
べ
き
で
あ
る
o
此
貼
に
關
し
て
一
黛
の
私
稻
に
渉
る
嫌
が
あ
る
と
疑
ふ
者
も
あ
る

が
つ
そ
れ
は
弐
麿
な
聞
蓮
で
あ
る
。
抑
も
三
民
主
義
は
國
民
蕪
の
主
張
で
は
あ
お
が
、
同
時
に
ま
た
一
般
民
衆
が
票
奉
す
る
と
こ
ろ
の

革
命
圭
義
で
あ
る
o
之
を
以
て
國
髄
を
定
め
る
こ
と
は
、
咽
般
民
主
主
義
國
家
が
國
饅
を
民
主
共
和
國
と
定
む
る
の
と
少
し
も
蓮
つ
て

は
ゐ
な
b
漁
決
し
て
コ
爲
の
私
稽
』
を
以
て
非
難
す
ぺ
豊
で
は
な
“
の
で
あ
る
。
叉
、
建
國
の
大
本
醜
に
立
つ
な
ら
ぱ
、
完
全
の
政

府
組
織
が
有
つ
て
以
痙
之
を
維
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
コ
孫
中
佃
先
生
の
五
櫻
憲
法
の
読
は
、
實
に
一
つ
の
完
全
な
る
政
府
組
織
法
で
あ

る
か
ら
、
＊
章
は
亦
そ
の
大
燈
を
規
定
す
べ
を
で
あ
ゐ
（
第
一
監
編
弟
二
條
第
三
條
参
照
）
。

　
（
二
）
民
震
の
章
が
規
定
す
も
も
の
は
、
領
土
噂
國
籍
・
國
旗
・
瞬
都
等
よ
り
民
族
の
團
結
・
民
族
の
保
護
・
．
民
族
の
護
展
並
π
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ち

趣
族
の
侵
略
を
排
斥
す
ゐ
等
の
事
項
で
あ
る
。
㌧
此
銑
に
關
し
て
或
は
孫
中
由
先
生
が
講
演
し
た
民
険
主
義
な
、
其
意
義
が
し
か
べ
廣
い

も
Φ
で
毒
く
、
随
つ
濯
曇
族
の
一
章
中
に
此
等
の
事
項
を
包
括
せ
し
む
る
こ
と
絃
牽
強
の
嫌
が
あ
る
と
肩
ふ
者
も
あ
ら
う
け
れ
ど
、
孫

先
生
の
講
演
は
擦
と
興
主
要
の
鞍
、
警
へ
ぱ
毘
族
精
榊
の
飼
結
と
が
民
族
地
位
の
増
進
と
か
に
就
て
立
論
し
た
も
の
で
あ
り
で
、
蜜
際

に
濾
す
場
合
に
は
之
を
褒
揚
し
て
光
弐
す
る
は
少
し
も
妨
げ
な
㎞
。
且
つ
頷
土
・
國
籍
・
國
旗
・
國
都
等
は
皆
民
族
に
關
係
す
る
も
の

で
是
セ
本
章
の
中
に
観
定
ナ
る
と
も
決
し
て
不
誉
で
は
な
塾
と
想
ふ
。

　
（
三
y
民
櫻
の
轍
章
で
規
定
す
る
も
の
は
、
人
民
の
櫨
利
義
務
並
に
國
家
機
關
の
粗
織
及
棲
限
等
で
あ
る
。
孫
中
山
先
生
が
昆
雛
主

義
講
澄
の
中
で
屍
模
に
就
て
蓮
ぺ
た
所
は
、
本
と
人
民
の
政
治
上
の
穫
力
に
量
き
を
置
い
た
も
の
忙
遡
ぎ
ぬ
。
此
融
を
捕
へ
て
論
者
或

は
民
槽
の
士
軍
で
人
民
の
櫨
利
義
務
を
包
括
す
る
は
不
當
で
あ
る
と
日
ふ
。
然
し
、
人
民
の
政
治
穫
力
を
増
進
す
る
こ
と
は
、
郎
ち
政

府
が
尋
制
に
流
れ
る
の
を
防
止
す
る
爲
め
で
あ
つ
て
、
致
府
の
奪
潮
を
防
距
す
る
こ
と
は
即
ち
入
属
の
穫
利
義
務
に
公
李
の
結
果
を
得

　
　
　
　
　
藤
知
塞
㎝
民
の
肉
民
髄
”
蟹
爵
趨
竃
慧
．
見
』
の
解
擁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
置
五
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薦
知
本
氏
の
『
民
幽
憲
法
趨
孝
鴛
見
』
の
解
誘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
五
六

し
む
る
謬
で
あ
る
。
孫
先
生
の
講
演
し
た
民
櫨
主
義
は
た
讐
政
治
棲
力
に
就
て
立
論
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
へ
、
決
し
て
人
民
は
僅

か
に
政
治
櫨
力
だ
け
を
具
有
し
，
其
他
の
一
切
の
櫨
利
及
び
義
務
は
政
府
の
任
意
剥
奪
或
ぱ
賦
興
に
由
る
べ
し
と
謂
ふ
の
で
は
な
い
。

若
し
さ
う
と
す
れ
ぱ
、
民
櫨
主
酸
な
る
も
の
は
殆
ど
無
意
義
無
目
的
の
詮
と
な
る
で
あ
ら
う
o
故
に
本
章
で
は
、
た
穿
に
政
治
櫻
力
を

行
使
す
る
國
家
機
關
を
規
定
す
る
ぱ
か
り
で
た
く
，
人
民
の
櫨
利
義
務
も
併
せ
て
規
定
す
る
こ
と
が
幽
來
る
の
で
あ
つ
て
、
編
制
の
上

か
ら
日
ふ
て
も
，
勉
彊
湊
合
の
嫌
は
決
し
て
無
恥
o
た
讐
民
生
の
岬
章
が
別
に
南
る
の
で
あ
る
．
か
ら
、
入
民
の
櫃
利
義
務
に
し
て
民
建

に
關
す
る
も
の
は
、
ま
さ
に
民
生
の
一
章
中
に
之
を
護
る
ぺ
き
で
あ
る
o

　
（
四
）
．
民
生
の
一
章
に
規
定
す
べ
き
も
の
は
、
會
計
・
教
育
・
経
濟
の
三
項
で
あ
る
。
孫
中
山
先
生
の
所
謂
る
民
生
は
『
融
會
の
生
存
．

人
民
の
生
活
、
國
民
の
生
計
』
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
随
つ
て
先
生
の
民
生
主
義
の
譜
演
が
轡
及
し
た
所
ぱ
僅
に
國
民
維
濟
方
面
の

衣
食
佳
で
あ
る
か
ら
、
會
計
及
び
教
育
を
も
併
せ
て
這
の
民
生
章
の
中
に
規
定
す
る
の
は
不
漣
嘗
の
如
く
想
は
れ
る
が
、
然
し
必
ナ
し

も
さ
う
で
は
な
い
。
會
計
は
國
會
の
財
政
に
罵
し
、
整
理
の
法
が
無
け
れ
ぱ
祉
會
の
生
存
、
人
民
の
生
活
、
國
民
の
生
計
等
み
な
其
影

響
を
蒙
る
で
あ
ら
う
。
又
、
教
育
に
垂
つ
て
は
一
面
、
肚
會
進
歩
の
源
で
あ
る
と
同
時
に
人
果
が
生
を
謀
る
の
本
で
あ
つ
て
、
之
を
稜

展
さ
せ
な
け
れ
ば
、
個
人
も
肚
會
も
必
す
同
じ
く
其
害
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
此
理
の
明
白
で
あ
る
こ
と
は
冒
ふ
ま
で
も
無
い
。
故
に

會
計
・
教
育
。
経
濟
の
三
事
項
を
も
同
じ
く
民
生
の
一
章
中
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　
（
五
）
附
則
の
一
章
中
に
規
定
さ
る
可
琶
事
項
は
、
主
に
憲
法
の
修
正
、
解
鐸
並
に
憲
法
を
制
定
し
頒
布
す
る
機
關
で
あ
る
。
此
外

か
憲
法
施
行
後
に
於
け
る
公
務
員
選
任
の
過
渡
的
方
法
，
公
務
員
の
就
職
宣
誓
並
に
損
轡
賠
償
等
忙
室
る
ま
で
、
是
等
は
み
な
本
章
中

に
規
定
さ
る
べ
琶
も
の
で
あ
る
o



（蘭摩）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
　
政
繊
と
治
檀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ゆ

　
國
事
を
管
理
す
る
の
穫
を
政
構
と
し
、
國
事
を
理
治
す
る
の
穫
を
治
構
と
す
る
o
こ
の
種
の
麗
別
は
孫
申
山
先
生
の
創
読
で
あ
つ
て
，

其
五
糖
憲
法
の
理
論
は
即
ち
之
に
基
い
て
親
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
〇
五
穫
憲
法
の
理
論
は
思
想
精
籍
で
、
淘
に
政
府
縄
織
法
の
模

範
で
あ
る
o
而
し
て
現
在
の
國
民
政
府
の
組
織
は
巳
に
略
ぽ
其
意
を
晦
と
し
て
幽
來
た
も
の
で
あ
り
、
且
つ
数
年
以
來
、
之
に
て
あ
ま

り
多
く
の
困
難
は
生
じ
な
か
？
た
。
今
次
の
憲
法
で
「
孫
先
生
五
権
憲
法
の
理
論
を
實
際
に
施
す
や
う
に
す
る
の
は
望
ま
し
い
こ
と
で
、

之
が
た
め
忙
は
、
政
構
と
治
穫
と
を
匝
別
し
て
灘
細
の
規
定
を
設
く
べ
き
で
あ
る
。

　
（
甲
）
　
政
櫨
に
關
す
る
規
定

　
政
権
と
は
選
畢
・
罷
冤
。
創
制
℃
複
次
の
四
櫻
で
、
入
民
が
直
接
或
は
間
接
に
之
を
行
使
す
る
の
で
あ
る
o
之
れ
孫
先
生
が
民
棲
主

義
及
ぴ
五
檬
憲
法
の
講
演
の
中
で
明
に
蓮
べ
た
所
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
人
民
が
直
接
叉
は
間
接
に
行
使
す
る
政
権
の
範
園
は
如
何
。
學
者

間
播
主
張
の
一
致
を
見
な
い
が
、
支
那
は
幅
員
遼
闊
、
人
口
衆
多
。
故
に
中
央
た
る
と
地
方
た
る
と
を
問
は
す
、
一
概
に
直
接
民
主
卸

を
探
用
す
る
と
も
、
人
民
が
直
接
に
其
政
穰
を
行
使
す
る
こ
と
．
は
自
ら
不
可
能
で
あ
る
。
余
の
見
る
所
で
は
、
『
建
國
大
綱
』
第
九
條
．
の

規
定
に
根
擦
し
で
噛
縣
の
政
橦
は
人
民
が
直
接
に
行
使
す
る
も
の
と
し
、
申
央
の
政
穫
は
人
民
が
代
表
を
選
撃
し
て
國
民
大
會
を
組
織

し
、
之
を
通
じ
て
行
ふ
も
の
と
な
す
べ
き
で
あ
ら
う
（
省
の
政
櫨
ぱ
省
民
大
會
が
人
民
に
代
つ
て
行
使
す
る
）
o
（
第
二
編
草
案
第
四
十

傑
参
照
）

　
國
民
大
會
が
醜
に
人
民
を
代
表
し
て
政
櫨
を
行
使
す
る
の
機
關
で
あ
る
以
上
、
必
す
之
に
下
記
の
特
瓢
を
具
有
せ
し
め
て
、
其
代
表

た
る
の
機
能
を
叢
さ
し
む
べ
き
で
あ
る
0

　
1
　
権
力
は
罰
限
を
蒙
つ
て
は
な
ら
ぬ

　
　
　
　
　
藪
知
本
氏
の
『
民
國
憲
法
憩
軍
竃
蒐
』
の
解
雛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
誠
七



（瑚

　
　
　
　
　
軽
丁
郷
本
毘
「
の
『
民
國
欝
簿
n
趨
叢
・
濃
見
』
の
解
畿
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
置
、
八

　
搬
力
が
髄
限
を
受
け
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
、
國
昆
大
會
は
最
高
の
棲
力
を
具
有
し
、
随
つ
て
政
府
を
搾
制
す
る
こ
と
は
出
來
る
が
、
政

膀
．
ぱ
之
に
封
．
し
で
髄
限
を
湘
へ
得
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
o
多
数
民
主
國
家
の
講
會
に
就
で
日
へ
ぱ
、
其
政
見
が
政
府

と
舎
致
・
せ
ぬ
時
、
政
府
は
議
會
を
解
散
す
る
穫
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
』
議
會
の
櫃
力
は
毎
に
其
制
限
を
受
け
る
諜
瞥
あ
る
Q
孫
先

生
五
穫
憲
法
の
主
張
は
乃
ち
議
會
政
治
の
此
種
の
訣
鮎
を
矯
正
し
よ
う
と
塾
ふ
の
で
あ
つ
た
。
故
に
國
属
大
會
を
一
般
議
會
と
同
一
観

せ
す
、
．
之
に
無
制
限
の
最
商
穣
力
を
具
有
さ
せ
れ
ば
、
則
ち
『
西
億
寓
人
の
主
人
』
た
る
の
職
櫃
を
代
つ
て
行
ふ
こ
乏
が
幽
來
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

あ
る
o
か
く
≠
る
ご
と
に
国
つ
て
、
政
府
人
員
に
し
て
學
措
當
を
失
し
た
る
者
は
随
時
に
監
察
院
の
強
劾
を
受
け
、
國
民
大
會
が
之
を

審
判
し
宅
罷
箆
ず
る
乙
と
ぶ
出
來
る
の
で
あ
つ
て
、
多
数
の
民
主
國
家
に
見
ら
れ
る
如
く
、
政
府
に
圃
種
の
封
抗
横
を
與
へ
、
國
民
大

倉
が
罷
　
琵
権
を
行
使
・
す
る
時
、
國
罵
大
愈
を
解
散
し
て
其
懲
桟
を
途
・
ぐ
る
や
う
な
こ
と
が
緬
樹
に
幽
楽
ぬ
こ
と
走
な
る
の
で
あ
る
o
尤

も
既
鮎
に
観
τ
て
ぱ
、
國
民
大
會
の
鞭
力
無
制
限
に
失
し
、
政
府
が
其
治
楼
を
行
使
す
る
場
禽
に
因
難
を
極
め
る
で
あ
ら
う
こ
と
を
慮

れ
る
者
も
無
騒
で
捻
な
い
。
然
し
、
人
民
は
國
家
の
主
人
で
、
政
府
人
員
．
は
人
民
が
偲
傭
す
る
と
ご
ろ
の
公
僕
た
る
陀
調
ぎ
な
い
。
・
そ

ρ
公
僕
が
事
を
塵
理
す
る
と
き
、
主
人
の
意
爬
添
は
ぬ
な
ら
ぱ
、
主
人
は
其
職
を
去
ら
し
め
別
に
他
入
鷹
易
ゆ
る
こ
と
は
全
く
主
人
の

捲
限
で
あ
る
。
國
民
大
會
に
し
て
饒
に
人
民
を
代
表
す
る
機
關
で
あ
る
限
ゆ
、
政
惰
に
謝
し
て
無
制
限
の
櫨
力
を
具
有
す
べ
き
は
、
、
自

ら
當
然
の
道
理
で
あ
ら
う
。
か
り
に
政
府
を
し
て
人
民
を
代
衷
す
る
國
民
大
會
に
封
抗
さ
せ
れ
ぱ
、
國
民
大
會
は
政
府
の
試
み
る
駆
逐

鑑
に
よ
つ
て
必
す
や
其
糠
力
を
失
ひ
，
而
し
て
人
民
ま
た
政
府
の
競
観
欺
淺
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
尤
も
園
馬
大
會
は
政

府
の
制
限
を
受
げ
ぬ
か
ら
と
田
ふ
て
、
人
晟
の
監
督
を
も
受
け
ぬ
諜
で
は
な
塾
。
人
民
は
國
昆
大
會
に
野
し
て
監
督
禮
を
有
す
る
か

ら
冷
も
し
國
民
大
會
の
代
衷
に
し
て
職
に
不
適
欝
な
る
着
あ
れ
ば
、
其
宥
す
る
罷
冤
棲
に
基
恥
て
彼
を
徹
同
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で

あ
る
（
第
二
編
草
案
第
四
十
四
條
毒
照
）
o
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2
　
搬
力
膝
基
聴
園
を
撰
張
す
ぺ
き
で
あ
る

　
田
民
大
會
の
櫨
力
範
園
如
何
に
關
し
て
は
、
自
ら
議
論
の
岐
れ
る
所
で
あ
，
る
が
、
國
民
大
會
は
紐
，
に
人
民
を
代
表
し
て
政
櫻
を
行
使

す
る
機
關
で
あ
る
か
ら
、
其
櫃
力
の
範
國
を
擾
張
し
て
民
主
政
治
の
實
敷
を
牧
め
る
こ
と
は
少
し
樹
差
支
へ
な
い
と
想
ふ
。
則
ち
（
第

幅
〉
に
漉
歴
暴
横
及
ぴ
寵
冤
穣
の
行
使
は
、
た
讐
に
大
総
統
及
び
五
院
の
院
長
に
封
す
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
立
法
委
員
o
最
高
法
院
の
司

法
食
9
畿
願
委
員
・
監
察
委
員
・
審
計
委
員
等
に
就
て
も
國
民
大
會
が
之
を
逡
撃
し
或
は
罷
菟
す
る
も
の
と
す
る
こ
ξ
は
正
ざ
に
嘗
を

得
て
ゐ
る
と
想
ふ
（
第
二
騙
第
八
十
八
條
第
九
十
九
條
第
一
百
〇
六
條
参
照
）
o
蓋
し
立
．
法
婆
員
等
は
其
地
位
、
大
総
統
や
各
院
た
長
の

如ぐ

崇
高
で
は
な
い
が
、
其
司
る
職
務
は
均
し
く
重
要
な
も
の
で
、
筍
く
も
之
が
任
冤
の
権
を
民
意
機
關
に
委
す
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
螺
瓢

防
に
當
を
失
す
る
こ
と
あ
る
べ
く
、
則
ち
國
を
害
し
民
を
傷
く
る
所
以
で
あ
る
。
（
第
二
）
に
複
決
搬
の
行
使
も
優
に
立
法
院
の
濱
算
案

及
び
其
他
の
法
律
案
に
封
す
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
大
総
統
の
宣
験
癖
和
及
條
約
の
締
結
案
。
司
法
院
の
赦
菟
案
・
・
監
察
院
の
決
算
案
に

就
て
も
、
國
民
大
會
が
複
決
櫨
を
有
す
る
も
の
と
な
す
べ
き
で
あ
る
（
第
二
編
草
案
第
六
＋
八
條
第
九
＋
條
第
一
百
四
十
條
参
照
）
o
蓋

し
之
等
の
案
件
ぱ
、
或
は
國
家
の
榮
辱
忙
關
し
、
或
は
司
法
判
決
の
墾
動
に
關
し
，
或
は
財
政
上
の
計
算
に
關
す
る
も
の
で
、
そ
の
傭

形
み
な
重
要
で
あ
る
か
ら
、
決
を
民
意
機
關
に
取
る
方
が
よ
い
の
で
あ
ゐ
。
（
第
三
）
に
國
民
大
會
は
立
法
院
に
封
し
て
當
然
法
律
の
創

髄
構
を
有
す
る
が
、
之
と
同
時
に
其
飽
の
各
院
に
封
し
｛
も
建
議
■
す
る
を
許
さ
る
ぺ
き
で
あ
る
（
第
二
編
草
案
第
五
十
七
條
）
。
蓋
し
僅

に
立
法
上
の
創
制
櫨
が
あ
る
ぱ
か
り
で
、
各
院
に
封
し
て
建
議
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
な
ら
ぱ
、
立
法
以
外
の
人
民
の
意
見
は
之
を

各
院
に
韓
蓬
す
る
こ
と
が
幽
來
な
㎞
か
ら
で
あ
る
。
（
第
四
）
に
監
察
員
が
中
央
公
務
員
に
就
て
提
禺
せ
る
強
劾
案
に
封
し
て
も
、
國
民

大
會
に
之
を
審
判
す
る
の
櫨
を
與
ふ
可
き
で
あ
る
（
第
二
編
草
案
第
五
＋
一
條
参
照
）
o
此
種
審
判
櫨
が
果
し
て
誰
に
騰
す
る
か
に
就
宅

健
，
主
張
一
つ
な
ら
ナ
亀
彌
劾
機
關
は
監
察
院
に
属
す
と
謂
ふ
読
あ
り
、
或
ば
特
別
機
關
を
設
け
て
之
を
行
使
す
ぺ
し
と
の
主
張
む
あ

　
　
　
　
　
罵
一
却
本
氏
の
『
民
國
簸
法
趨
草
慧
晃
』
の
解
齢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
孟
九
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謬
“
知
本
毘
『
の
『
民
圃
盤
一
淺
起
掌
盟
一
見
』
の
解
誰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭
穴
O

つ
て
、
各
々
相
営
の
理
由
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
想
ふ
に
公
務
員
の
罷
菟
は
鹿
に
國
民
大
會
の
特
椒
で
あ
る
か
ら
、
罷
冤
櫻
の
精
紳
凝
貫

徹
す
る
見
地
か
ら
、
弾
劾
案
の
審
判
構
を
も
國
民
大
會
に
與
へ
る
方
が
適
當
で
あ
る
で
あ
ら
う
。
も
し
果
し
て
審
鵯
穂
が
國
民
大
會
以

外
の
機
關
に
属
す
る
も
の
と
せ
ぱ
、
國
民
大
會
の
罷
菟
穫
行
使
は
他
の
機
關
の
判
決
を
執
行
す
る
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
決
定

櫨
は
國
民
大
會
に
無
い
の
で
あ
る
か
ら
、
名
は
國
民
大
會
が
罷
冤
穫
を
有
し
、
蜜
は
猫
立
に
之
を
行
使
す
る
こ
と
礪
毘
來
な
い
次
第
で

あ
る
o
か
』
み
こ
と
は
罷
冤
櫨
の
糟
紳
を
失
つ
た
も
の
で
な
く
て
何
ん
で
あ
ら
う
0

　
3
　
常
設
機
關
を
設
置
し
て
輕
常
的
に
横
力
を
行
使
せ
し
む
る
こ
と

　
國
民
大
會
は
原
と
縣
・
市
の
人
民
が
代
表
を
選
學
し
て
組
織
す
る
も
の
、
英
人
数
も
極
め
て
多
く
し
て
一
般
國
會
と
同
じ
く
開
會
・
閉

會
の
期
間
が
あ
る
。
然
し
國
民
大
會
は
醜
に
人
民
忙
代
つ
て
政
穰
を
行
使
す
る
機
關
で
、
其
職
務
も
極
め
て
繁
蕪
で
あ
る
か
ら
、
其
臨

會
期
に
在
つ
で
は
一
執
行
委
員
會
を
般
け
て
維
常
的
膣
櫨
力
を
行
使
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
草
案
第
四
十
五
條
参
照
）
。
も
し
國
民

大
會
の
穂
力
行
使
が
僅
に
短
期
の
開
會
期
間
に
限
ら
れ
る
な
ら
ば
、
閉
會
期
内
に
嚢
生
し
た
る
講
項
に
し
て
國
民
大
會
の
櫨
力
範
園
に

罵
ず
る
も
の
は
、
放
棄
不
問
に
附
せ
ら
れ
す
と
も
、
開
會
時
ま
で
延
ぱ
し
て
再
び
之
を
虜
理
し
な
け
劇
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
り
、
か
く

て
は
政
府
ピ
横
暴
の
機
會
を
與
へ
、
國
事
は
叢
脛
の
中
に
階
砂
、
國
事
レ
管
理
し
政
府
を
監
督
す
る
と
恥
ふ
閾
民
大
會
は
、
已
に
其
名

あ
つ
で
實
を
虚
し
う
す
る
課
と
な
る
。
各
國
憲
法
中
に
は
國
會
を
し
て
充
分
に
政
府
の
行
動
を
監
督
さ
せ
る
見
地
か
ら
、
閉
會
或
は
解

散
期
内
に
在
つ
て
國
會
が
選
畢
し
た
議
員
若
干
名
を
以
て
、
議
會
委
員
會
を
組
織
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
が
あ
る
。
猫
逸
憲
法
・

チ
呂
プ
コ
憲
法
は
皆
此
種
の
規
定
を
設
け
た
。
民
國
の
天
豊
憲
法
草
案
も
亦
さ
う
で
あ
つ
た
。
國
民
大
會
に
至
つ
て
は
う
其
穫
力
之
を

一
辮
國
會
に
鞍
ら
ぺ
宏
一
暦
大
で
あ
る
が
故
に
常
設
機
腸
を
設
け
て
閉
會
期
内
忙
は
之
を
し
て
輔
切
の
糖
力
を
行
使
せ
し
む
る
こ
と
の

理
由
あ
る
べ
巻
は
明
白
な
事
柄
で
あ
る
ゆ
且
、
つ
現
在
は
國
民
大
會
の
職
橿
は
凡
て
中
國
々
民
露
全
國
代
表
大
會
が
代
つ
て
行
使
し
、
代
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表
大
會
閉
會
時
梶
在
つ
て
は
。
國
民
藷
中
央
執
行
委
員
會
が
之
を
行
使
す
る
の
で
あ
る
か
ら
（
訓
欧
期
約
法
第
三
十
條
）
、
今
日
政
穫
を

経
常
的
に
行
使
す
る
も
の
は
國
民
蕪
中
央
執
行
委
員
會
と
い
ふ
常
設
機
關
な
の
で
あ
る
o
故
に
政
治
上
の
経
験
か
ら
之
を
日
ふ
も
、
今

次
の
憲
法
は
國
民
大
會
に
封
し
て
一
つ
の
常
設
機
關
を
設
置
す
る
規
定
を
設
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

　
（
乙
）
治
捲
に
關
す
る
規
定

　
治
櫻
は
行
政
・
立
法
・
司
法
・
考
試
・
監
察
の
五
穫
で
あ
つ
て
、
前
言
の
如
く
、
政
櫨
が
人
民
方
面
の
楼
で
あ
る
に
封
し
、
治
穫
は
國
家

機
關
方
面
に
島
す
る
櫻
で
あ
る
o
治
櫻
に
し
て
既
に
國
家
機
關
の
棲
で
あ
る
以
上
、
憲
法
中
治
繊
に
關
す
る
規
定
に
は
、
國
家
機
關
の

組
織
及
び
職
穫
に
就
て
も
興
大
綱
を
麓
定
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
筍
く
も
治
穣
に
關
す
る
規
定
挺
於
て
之
を
薩
定
し
な
い
な
ら
ば
一
國
の

政
務
の
圓
滑
な
る
其
進
行
を
期
す
る
こ
と
は
む
づ
か
し
い
。
蕪
に
主
要
の
鐵
幾
つ
か
を
略
述
し
よ
う
。

　
1
　
各
院
を
各
々
最
高
の
凋
立
機
關
た
ら
し
む
る
こ
と

　
戴
で
最
高
の
凋
立
機
關
と
い
ふ
の
は
、
各
院
の
上
鵜
他
の
政
府
機
關
が
あ
つ
て
各
院
を
統
轄
す
る
や
う
な
こ
と
が
出
來
な
悟
こ
と
を

指
す
の
で
あ
る
o
現
在
の
中
央
政
治
制
度
で
は
、
五
院
の
上
に
別
に
一
つ
の
國
民
政
府
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
各
院
は
決
し
て
最
高
の

凋
立
機
關
で
は
な
い
。
固
よ
り
今
日
の
訓
政
時
期
に
於
け
る
過
渡
的
辮
法
で
、
経
常
の
制
度
と
観
る
可
き
で
は
な
悟
が
、
今
次
憲
法
を

制
定
す
る
に
當
つ
て
は
，
薦
制
を
改
め
て
各
院
を
最
高
の
猫
立
機
關
た
ら
し
む
ぺ
き
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
左
の
六
瓢
を
學
げ
る
こ
と

が
出
楽
る
と
想
ふ
o

　
（
一
）
　
孫
中
山
先
生
五
樵
憲
法
の
理
論
は
、
五
院
を
以
て
中
央
の
濁
立
機
關
た
ら
し
む
る
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
決
し
て
縮
院
が
別

に
一
つ
の
政
府
機
關
を
組
織
し
、
之
に
よ
つ
て
統
轄
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
は
な
い
。
驚
し
現
制
の
如
く
五
院
が
國
民
政
府
を

組
成
し
、
國
民
政
府
が
五
院
を
統
轄
す
る
も
の
と
せ
ぱ
、
是
れ
五
棲
を
合
し
て
一
穰
と
な
す
も
の
で
、
一
糠
憲
法
と
日
ふ
こ
と
は
掛
來

　
　
　
　
　
張
知
本
氏
「
の
『
民
國
梅
轡
法
趨
瞥
聯
膏
饗
兄
』
の
鰹
堪
函
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一



σ働

　
　
　
　
　
張
知
本
氏
の
『
民
麟
惣
湊
起
寧
澱
毘
』
の
解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二

る
が
、
五
櫨
憲
法
の
意
義
は
失
は
れ
て
了
ふ
α

　
（
二
〉
政
治
制
慶
を
三
権
分
立
忙
探
誘
國
家
で
も
、
そ
の
立
法
・
行
政
。
司
法
の
各
機
關
は
昏
嘉
獅
立
し
た
機
關
で
あ
つ
て
、
各
機
開

が
声
依
つ
て
以
て
統
轄
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
政
府
機
關
を
合
組
す
る
の
で
は
な
い
Q
立
法
機
關
は
議
禽
で
あ
り
、
司
法
機
關
健
法
院
で
あ

り
、
行
政
機
關
は
國
務
院
（
内
閣
）
で
あ
の
、
い
す
れ
も
濁
立
の
一
機
關
で
，
之
等
は
如
何
な
る
形
の
政
府
機
關
を
も
別
に
組
成
し
て
は

ゐ
な
い
の
で
あ
る
o
今
次
の
憲
法
が
衡
倣
懲
制
を
探
ら
う
と
す
る
ζ
と
は
、
各
國
の
實
例
梶
徽
U
て
全
く
遙
じ
な
熔
次
第
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
各
國
の
祈
謂
る
政
府
と
は
大
概
ね
最
高
行
政
機
關
を
指
す
の
で
あ
る
。
獅
逸
憲
法
嬉
鳳
十
コ
條
の
如
ぎ
ぱ
、
・
聯
邦
政
府
は
聯

邦
行
政
院
長
及
び
各
部
々
長
を
以
て
之
を
組
成
す
と
規
定
し
で
ゐ
る
が
、
是
に
よ
つ
喝
も
政
府
が
最
高
機
關
で
あ
る
こ
と
は
顯
然
と
し

て
晦
か
で
あ
る
。
若
し
現
制
の
國
民
政
府
の
如
く
、
五
院
が
之
を
継
成
す
る
も
の
で
み
る
な
ら
ぱ
噂
所
謂
る
政
府
と
は
已
に
最
高
機
關

の
專
稽
鴬
は
な
く
、
立
法
・
司
法
。
監
察
・
驚
試
の
各
機
關
も
亦
政
府
の
列
に
厨
す
る
謁
と
な
の
、
世
界
各
國
に
實
例
が
無
恥
ぱ
か
り
か
、

理
論
上
も
愛
嘗
を
訣
く
と
日
は
ざ
る
を
得
な
い
。

　
（
四
〉
五
院
を
以
て
國
民
政
府
を
組
織
し
v
國
驚
政
府
を
以
て
五
院
を
統
轄
す
れ
ぱ
、
流
院
の
院
長
は
宛
ら
國
務
員
の
地
位
に
立
つ

の
で
あ
る
o
然
し
各
國
の
政
澄
制
度
で
は
國
務
員
に
は
行
政
部
（
或
は
國
務
院
と
も
目
ひ
得
る
）
の
昏
部
長
が
當
ろ
の
で
あ
つ
て
、
立
法

機
關
及
び
司
法
機
關
の
長
官
は
決
し
て
國
務
貫
に
は
賞
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
若
し
現
瓢
を
探
れ
ば
、
立
法
院
6
司
法
院
等
0
各
院
長
も
國

務
員
と
等
し
い
も
の
と
な
り
、
随
つ
て
行
政
元
首
の
薦
僚
と
な
る
課
で
あ
る
o
そ
の
や
う
た
遣
理
は
あ
る
わ
け
の
も
の
で
な
い
o

　
（
五
）
　
一
國
の
政
府
領
袖
一
君
主
國
の
君
主
。
民
主
國
の
大
統
領
）
は
學
読
上
之
む
行
政
元
首
と
呼
ぶ
が
、
若
し
五
院
の
上
挺
國
民
政

府
を
設
け
、
葡
し
て
大
総
統
が
之
を
主
持
す
る
も
の
と
す
れ
ば
（
假
に
凋
任
制
を
探
り
委
員
制
を
探
ら
な
㎞
も
の
と
し
て
）
、
大
総
統
は

海
讐
に
行
政
元
首
た
る
．
の
み
な
ら
事
、
立
法
司
法
等
等
の
元
首
と
も
な
る
次
第
で
あ
る
o
箭
し
て
猫
、
行
政
元
首
と
呼
ぶ
な
ら
ば
名
蜜



《翻瞳，

巳
に
合
は
す
、
若
し
又
・
行
政
元
首
と
呼
ぱ
な
け
れ
ぱ
、
學
読
上
の
根
擦
を
映
く
で
あ
ら
う
。
即
も
既
｝
盤
だ
け
か
ら
見
て
も
、
各
院

が
凋
立
機
關
で
あ
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
こ
と
は
催
明
さ
れ
て
疑
の
無
い
所
で
あ
る
o

　
（
六
）
　
泥
院
が
國
民
政
府
と
い
ぶ
扇
個
の
最
高
機
關
か
ら
統
轄
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
五
穣
分
立
．
の
精
帥
を
喪
失
L
た
竜
の
で
、

既
貼
ほ
毫
も
疑
ふ
べ
き
で
な
い
。
然
る
に
或
は
五
院
の
上
に
國
民
政
府
を
設
け
て
竜
、
各
院
に
凋
立
L
て
職
棲
を
行
使
す
る
こ
乏
を
許

す
な
ら
ぼ
、
五
櫨
の
濁
立
を
妨
げ
な
い
で
あ
ら
う
と
謂
ふ
者
が
あ
る
。
が
併
し
、
冗
院
亡
國
昆
政
府
と
の
欄
に
榊
種
の
從
驕
關
係
あ
る

以
上
、
國
民
歌
府
は
各
院
の
事
務
に
就
て
命
令
し
塵
分
す
ぺ
く
、
此
に
欝
七
て
各
院
が
必
す
し
も
服
從
し
な
く
て
も
よ
い
な
ら
ば
、
國

民
政
府
は
全
く
虚
設
と
な
る
鐸
で
あ
つ
て
、
か
』
る
贅
瘤
機
關
を
置
く
必
要
が
何
塵
に
あ
る
で
あ
ら
う
。
假
に
叉
、
服
從
し
な
け
れ
ぽ

な
ら
刷
も
の
之
す
れ
ぱ
、
各
院
は
既
に
其
凋
立
の
精
榊
を
喪
失
す
る
課
で
あ
る
。

　
2
　
各
院
は
各
≧
濁
立
し
て
職
務
を
行
使
す
る
こ
と

　
前
述
の
如
く
各
院
は
ま
さ
に
最
高
凋
立
機
關
で
あ
ち
ね
ぱ
な
ら
ぬ
か
ら
、
各
院
の
職
務
に
就
て
も
各
院
は
猫
立
に
行
使
せ
ね
ぱ
な
ら

ぬ
。
．
五
禮
の
分
立
は
正
に
か
く
あ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
が
、
三
擁
分
立
の
國
家
に
在
つ
て
も
猫
立
に
職
務
を
行
使
す
る
を
認
め
た
も
の

掻
あ
る
9
立
法
機
關
の
用
人
行
政
は
多
く
立
法
機
關
自
禮
が
之
を
主
持
す
る
が
如
き
は
そ
れ
で
あ
る
。
三
椴
分
立
の
國
家
に
在
つ
て
凋

立
し
て
職
務
を
行
使
し
得
る
も
の
は
、
僅
に
立
法
機
關
が
あ
る
だ
け
で
、
司
法
機
關
は
審
判
に
麓
て
抵
蜀
立
し
得
る
が
、
そ
の
用
人
行

政
は
循
澱
多
く
行
政
機
關
の
下
に
隷
属
し
、
濁
立
に
之
を
主
持
す
る
こ
と
は
禺
來
な
い
の
で
あ
る
。
此
繍
は
穣
力
分
立
の
精
紳
と
合
致

し
て
ゐ
な
い
。
今
吹
憲
法
は
嘘
権
分
立
の
精
紳
を
貫
徹
し
て
各
院
が
均
し
く
濁
立
に
職
務
を
行
使
し
得
る
や
う
に
し
倣
け
●
れ
ぱ
な
ら

ぬ
o
盛
れ
ぱ
左
認
数
鮎
に
就
て
一
般
國
家
の
先
例
を
改
め
、
憲
法
の
中
に
特
に
明
白
の
規
完
を
設
く
ぺ
き
で
あ
る
。
（
一
）
各
院
所
属
の

公
務
員
は
、
國
民
大
禽
が
選
任
し
た
者
を
除
い
て
、
凡
て
各
院
寿
長
が
之
を
任
菟
す
る
も
の
と
し
（
第
二
編
草
案
第
八
士
九
條
第
九
十

　
　
　
　
　
齢
9
戯
串
巽
の
『
民
廻
【
書
一
盤
詔
謹
算
蜜
一
甚
鑑
の
催
竃
礎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
菖



（猛6の

　
　
　
　
　
雛
一
知
へ
本
民
の
『
民
鋼
｛
厭
決
趨
叢
・
轡
擶
旦
隔
の
解
一
駆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂
六
四

七
條
第
臼
．
百
〇
七
”
傑
参
照
）
、
大
総
統
匠
は
た
茸
行
政
方
面
の
公
務
員
を
任
冤
す
る
横
を
認
め
る
こ
と
。
（
二
）
法
律
の
公
布
は
立
法
院

長
撚
之
を
爲
す
遣
と
（
第
二
編
輩
案
第
八
十
釜
條
参
薫
）
。
抑
竜
一
般
國
家
に
在
っ
て
は
、
法
律
公
布
の
櫻
は
行
致
元
首
に
あ
る
が
、

そ
は
嬰
す
菊
忙
売
首
に
法
律
の
覆
犠
を
嬰
求
す
る
櫨
あ
る
で
と
を
認
め
た
爲
で
、
随
つ
て
元
首
に
法
律
の
公
布
擦
を
與
へ
覆
議
を
要
求

京
ち
φ
機
會
あ
る
量
得
し
め
た
ま
で
で
あ
る
。
五
横
憲
法
の
下
に
在
つ
て
は
、
國
民
大
會
が
法
律
の
複
決
穫
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

府
敏
の
元
菅
に
再
ぴ
覆
議
穫
あ
る
を
認
め
る
こ
と
が
幽
來
な
い
。
敵
に
法
律
の
公
布
は
立
法
院
長
が
之
を
行
ふ
こ
と
と
し
、
か
蕊
る
棲

能
を
行
政
元
首
に
授
け
な
い
の
で
あ
る
。
（
三
）
司
法
行
政
は
司
法
院
の
管
轄
に
騰
せ
し
め
、
赦
鮨
案
件
は
司
法
院
の
院
長
が
濁
立
し
て

髭
理
す
ゐ
に
と
（
第
二
編
草
案
第
九
＋
條
参
照
）
。
一
般
國
家
に
在
つ
て
は
痛
司
法
行
政
は
行
政
機
關
に
腐
し
、
赦
冤
宣
告
の
櫨
は
之
を

行
敏
猛
首
に
認
め
て
ゐ
る
。
然
し
是
等
は
皆
権
力
分
立
の
精
紳
に
背
く
も
の
で
、
特
に
取
る
に
足
の
な
い
。

　
3
　
各
院
は
各
と
國
民
大
會
爬
獣
し
て
責
任
を
負
ふ
こ
と

　
各
院
が
國
民
大
會
忙
封
し
て
資
任
を
負
ふ
と
は
、
即
ち
各
院
々
長
に
違
法
或
は
失
職
の
あ
つ
た
場
合
、
國
民
大
會
に
其
責
を
負
ひ
、

國
民
吹
會
は
之
に
劃
し
て
相
嘗
の
制
裁
を
加
ぐ
ぺ
き
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
通
り
、
各
院
は
最
商
の
獅
立
機
關
で
、
各

ε
凋
立
忙
共
職
務
を
行
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
其
資
任
の
關
係
上
、
一
つ
の
監
督
機
關
が
あ
つ
て
蓮
法
失
職
を
防
止
し
な
け
れ
ぱ
癒
ら
な

い
。
と
こ
ろ
で
、
國
民
大
會
は
原
と
各
院
の
浩
櫻
が
由
つ
て
出
す
る
所
で
あ
る
。
故
に
各
院
は
い
す
れ
も
國
民
大
會
に
責
任
を
負
ふ
べ

き
で
あ
る
が
、
然
し
必
ナ
し
も
憲
法
の
中
に
『
各
院
は
均
し
く
國
民
大
會
に
封
し
て
萱
を
負
ふ
隔
と
ψ
ふ
條
交
を
明
肥
し
な
く
て
も
よ

い
。
既
種
負
責
の
婁
實
に
就
て
規
定
し
て
置
け
ぱ
そ
れ
で
足
か
る
。
讐
へ
ば
第
二
編
草
案
第
五
十
條
が
國
民
大
會
ぱ
五
院
々
長
に
封
し

之
を
罷
冤
す
る
の
櫃
を
有
す
と
規
定
し
た
る
が
如
き
，
或
は
又
、
第
五
十
一
條
が
弾
劾
案
を
審
判
し
並
に
自
ら
監
察
院
人
員
を
弛
劾
す

る
の
櫨
を
行
ふ
と
規
定
し
た
る
が
如
き
抵
噛
皆
な
各
院
が
國
民
大
會
に
封
し
て
賛
任
を
負
ふ
事
鐙
を
明
忙
し
た
も
の
で
、
此
程
度
に
規



（185，

定
し
て
置
け
ぱ
夫
れ
で
よ
㎞
q
た
ぜ
行
政
院
長
の
責
任
だ
け
．
ぱ
之
を
明
記
し
て
大
総
統
の
責
任
と
置
別
し
て
を
く
必
要
は
訪
る
（
第
二

編
竃
棄
第
七
十
條
参
照
）
0

　
4
　
行
政
に
は
総
統
を
設
け
資
任
内
閣
制
を
探
る
こ
と

　
中
央
行
政
に
於
て
大
総
統
が
行
政
院
長
を
象
職
す
る
か
、
抑
も
叉
、
行
政
院
長
の
外
に
大
総
統
を
設
く
可
き
か
に
關
し
て
は
、
學
者

闇
隅
に
意
晃
の
一
致
を
見
な
い
。
叉
『
藏
～
國
大
綱
』
と
『
孫
・
文
學
読
』
載
す
る
所
の
も
の
と
は
、
審
く
稠
同
じ
で
あ
る
謹
㎜
で
も
な
い
。
農
～
國
大

綱
第
ニ
ギ
，
サ
．
傑
に
は
『
憲
法
領
布
以
前
は
各
院
々
長
は
総
統
が
任
冤
し
て
之
を
督
牽
す
』
と
あ
り
、
所
謂
る
各
院
と
は
五
院
を
指
し
て

日
．
ふ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
規
定
に
よ
れ
ぱ
行
政
院
に
は
行
政
院
長
が
あ
つ
て
、
大
総
統
が
兼
任
す
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
然
る

に
孫
丈
學
読
第
六
章
に
は
『
憲
法
制
定
の
後
は
各
縣
の
人
昆
総
統
を
投
稟
選
學
し
以
て
行
政
院
を
組
織
せ
し
む
』
と
あ
り
、
是
又
、
明

か
に
紬
統
は
則
ち
行
政
院
長
で
あ
つ
て
、
行
政
院
長
の
外
に
大
総
統
が
あ
る
こ
と
を
目
ふ
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
建

國
大
綱
と
孫
文
學
読
と
は
必
す
し
も
一
致
し
て
は
ゐ
な
い
が
、
今
次
の
憲
法
で
は
纏
銃
を
設
け
宅
一
國
の
元
首
と
す
べ
き
で
あ
る
と
想

ふ
噂
蓋
し
現
行
制
度
を
按
す
る
に
、
行
政
院
長
の
外
に
『
國
民
政
府
主
席
』
な
る
慰
の
が
あ
る
。
し
か
も
此
制
度
を
行
つ
て
久
し
き
に

及
ぶ
が
、
．
猶
雁
何
等
の
窒
凝
が
な
晒
o
故
に
此
意
を
と
ゆ
、
國
民
政
府
主
席
を
改
め
て
総
統
と
す
れ
ば
政
治
上
の
寳
情
に
も
添
ふ
ご
と

であらう。

た
讐
行
政
方
面
に
關
し
て
は
行
政
院
長
と
大
総
統
と
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
爾
者
の
責
任
關
任
に
就
て
は
明
白
挺
規
定

し
．
宅
を
か
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
各
國
の
政
府
制
度
を
考
へ
る
に
、
総
続
制
と
内
閣
制
の
別
が
あ
る
。
民
國
の
現
剖
は
内
閣
制
を
探
つ
た
む
の
、

今
表
の
憲
法
も
亦
逡
の
内
閣
制
を
探
る
方
が
よ
い
で
あ
ら
う
o
何
ぜ
か
な
れ
ぱ
、
内
閣
制
を
探
用
す
れ
ぱ
、
．
総
統
は
萱
任
を
負
は
す
、

行
政
，
院
長
が
國
民
大
會
に
封
し
て
代
つ
て
賛
任
を
負
ふ
こ
と
紅
な
る
か
ら
、
一
つ
に
は
総
統
の
電
嚴
を
保
つ
こ
と
が
欝
楽
る
し
、
二
つ

に
は
絡
統
の
專
横
を
防
止
ず
る
こ
と
が
出
來
る
か
ら
で
あ
る
（
第
二
編
草
案
第
七
十
條
第
七
＋
四
條
参
照
〉
。

　
　
　
　
　
蓑
知
事
氏
の
『
民
四
憲
淺
趨
‡
慧
蒐
』
の
鐸
猛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
灘



く螂）

　
　
　
　
　
一
麟
一
帰
本
氏
φ
日
澱
鱒
轡
即
強
皿
聯
蕊
邑
懸
彪
鰯
の
鱒
嚇
脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帰
六
六

　
5
　
p
行
政
訴
訟
は
司
法
，
院
が
管
轄
す
る
こ
と

　
行
政
訴
訟
は
司
法
法
院
の
管
轄
に
腐
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
就
て
は
、
由
來
ゼ
ル
マ
ン
法
主
義
と
ロ
ー
マ
．
法
主
義
と
の
別

が
あ
る
o
ゼ
ル
マ
γ
法
主
襲
は
事
務
の
結
果
を
以
て
其
管
轄
の
範
園
を
定
め
る
の
で
あ
つ
て
、
購
つ
て
行
政
訴
訟
は
其
結
果
も
亦
審
判

髪

経
過
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
之
を
一
種
の
司
法
事
務
み
認
め
、
司
法
法
院
が
管
轄
す
る
も
の
乏
し
て
あ
る
。
之
に
勤
し
て
戸
ー
マ
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

主
義
は
事
務
の
原
因
を
以
て
薬
管
轄
の
範
團
を
定
め
る
の
で
あ
つ
て
、
随
つ
て
行
政
訴
訟
は
其
磯
生
の
原
困
が
一
、
種
の
行
政
行
露
で
あ

る
か
ち
声
行
政
法
院
を
別
に
設
け
て
之
を
管
轄
し
、
．
司
法
．
法
院
拡
之
を
受
理
し
て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
し
た
噂
然
し
い
つ
た
い
司
法
と
い

あ
ヒ
≧
は
、
法
律
を
適
周
し
て
人
民
の
争
議
を
解
決
し
灘
會
の
秩
序
を
維
持
す
る
國
家
行
爲
で
あ
る
。
昆
事
の
審
判
は
民
法
を
適
罵
し

τ
理
の
曲
直
を
判
定
す
る
の
で
あ
り
、
刑
事
の
審
判
は
刑
法
を
適
用
し
て
罪
の
有
無
を
制
兜
す
る
の
で
あ
つ
て
、
固
よ
珍
司
法
に
騰
し

驚
ゐ
る
。
而
し
て
行
政
裁
判
は
行
政
法
を
適
用
し
て
國
家
の
官
，
吏
が
人
民
に
施
し
た
る
鹿
分
が
蓮
法
費
あ
る
か
ど
う
か
を
刺
定
す
る
の

で
あ
う
七
も
司
法
に
騰
す
る
も
の
ど
認
め
ら
れ
ぬ
理
由
は
な
い
戸
故
に
今
次
の
憲
法
は
行
政
訴
訟
も
最
高
法
院
が
之
を
受
理
ず
る
も
の

豊
規
定
し
｛
一
向
に
妨
げ
無
い
と
想
ふ
（
第
二
編
草
案
第
九
十
繭
藻
）

　
6
；
典
試
・
弾
劾
・
審
計
は
皆
猫
立
た
る
べ
き
こ
と

　
三
擁
分
立
の
國
家
に
は
僅
に
所
謂
る
門
審
制
凋
立
』
の
．
制
が
あ
る
ぱ
か
り
で
あ
る
。
故
に
憲
法
に
も
多
く
は
円
法
官
は
溺
立
に
審
欄
し

干
渉
す
“
争
を
」
得
す
』
と
ψ
ふ
規
定
が
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
蓋
し
司
法
の
審
判
ほ
訴
訟
嘗
事
者
梶
就
て
罪
の
有
無
叉
ば
理
の
曲
直
を
翻
”
定
ず

る
惚
過
ぎ
孤
の
で
あ
る
か
ら
、
固
よ
り
獅
立
を
保
持
し
て
何
人
に
も
干
渉
す
る
こ
と
を
許
さ
ぬ
の
で
あ
る
。
然
し
典
試
（
國
家
試
駿
）
委

員
の
典
試
膝
受
験
人
員
に
就
て
其
去
取
を
定
め
る
の
で
あ
り
、
監
察
委
員
の
揮
劾
は
公
務
員
に
就
て
其
過
失
を
桧
暴
す
る
も
の
で
あ
り
、

審，尉委

餐め審計は

國
家
の
牧
支
に
就
て
其
當
否
を
審
定
す
る
の
で
あ
つ
て
、
い
す
れ
も
薦
要
な
事
項
で
あ
る
こ
と
ぱ
讐
ふ
釜
で
蔦
な



恥
り
さ
れ
ば
憲
法
は
ま
さ
に
『
典
試
の
濁
立
肉
揮
劾
の
凋
立
』
『
審
計
の
濁
立
』
を
認
む
ぺ
き
で
あ
る
（
第
二
編
草
案
第
一
百
一
條
第
一
百

十
，
四
條
第
輔
百
f
八
傑
参
照
）
。

（∬り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
地
方
制
度

　
・
地
方
制
度
は
憲
法
の
中
に
規
定
さ
局
べ
き
も
の
で
あ
ゐ
．
5
か
ゆ
各
國
の
通
例
に
依
る
と
勉
盟
＝
國
家
で
は
大
一
概
ね
普
趙
の
。
法
律
を
以

駕
之
セ
規
定
し
為
，
聯
邦
風
家
で
は
憲
法
の
中
に
規
定
す
る
者
が
多
い
ゆ
民
國
は
軍
一
國
家
で
繭
聯
邦
で
は
な
傾
か
ら
、
各
國
の
先
例
か

看
｛
懸
蓄
零
之
窺
季
べ
葛
窪
い
や
畠
餐
れ
象
蒸
し
羨
発
控
必
窓
豊
塗
不
髭
原
則
奮

わ
サ
肇
は
な
て
、
・
地
方
制
度
を
憲
法
中
に
規
定
す
ぺ
音
や
否
や
は
、
酒
其
國
情
如
何
を
硯
て
断
定
す
ぺ
壼
で
あ
る
。
而
し
て
國
清
轟
は
，

中
染
船
果
し
て
地
方
の
櫨
力
を
慢
犯
し
て
絶
封
的
中
央
集
櫨
を
圖
る
虞
が
あ
る
か
な
い
か
、
叉
地
方
に
自
己
の
穣
力
を
鑛
張
七
て
割
擦

濁
立
を
膨
戒
・
す
ゐ
勢
寮
あ
る
か
な
㎞
か
が
即
ち
夫
れ
で
あ
つ
て
、
塾
す
れ
か
の
一
つ
で
も
あ
る
場
合
に
は
、
地
方
葡
度
を
憲
法
の
．
串
に

規
定
す
島
必
婆
が
あ
ゐ
課
で
嶺
る
o

　
民
園
過
去
の
情
勢
か
ゐ
溜
へ
ば
、
中
央
は
絶
封
中
央
集
穫
を
希
圖
し
、
地
方
ま
距
割
擦
猫
立
を
希
圏
す
る
の
が
常
の
習
は
し
で
あ
つ

之
φ
盛
れ
綴
中
来
権
力
が
地
方
の
侵
犯
を
受
け
事
．
地
方
穫
力
が
中
央
の
侵
犯
を
受
廿
ぬ
や
う
に
保
障
す
る
た
め
に
は
、
地
方
制
度
を

憲
鞍
の
中
熔
明
㌫
に
避
定
す
る
こ
笠
ぱ
趣
め
て
必
要
な
の
で
あ
る
。
さ
れ
ぱ
孫
串
出
先
生
も
『
建
國
大
綱
編
の
中
に
地
方
制
度
を
も
加
へ

て
朋
白
に
之
を
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
猶
、
此
外
か
昆
國
十
二
年
の
憲
法
（
曹
鋭
憲
法
）
、
北
京
鑛
大
會
議
の
約
法
草
案
、
南
東
訓
敷
時

期
約
法
等
は
い
す
れ
も
地
方
制
度
の
專
章
を
設
廿
て
ゐ
る
。
既
に
麗
つ
宅
、
多
数
の
人
士
が
地
方
制
度
を
憲
法
中
に
規
定
す
る
こ
と
を

宜
し
と
す
る
主
張
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
識
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
各
國
の
憲
法
が
地
方
制
度
を
規
定
す
る
場
合
．
其
規
定
犀
自
ら
詳

　
　
　
　
　
轟
知
本
氏
の
『
民
國
籔
決
餓
享
鷹
暑
の
癬
畿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
ハ
七
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張
惣
．
本
氏
の
『
民
國
憲
法
起
掌
憲
蒐
』
の
・
解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八

略
の
霜
は
あ
る
。
僅
に
纏
限
に
就
て
規
定
し
て
其
組
織
を
規
定
し
な
い
も
の
、
憾
へ
ぱ
欧
洲
職
欝
前
の
凋
遙
憲
法
の
如
く
、
僅
に
中
央

と
地
方
と
の
樺
限
を
劃
分
し
た
に
過
ぎ
ぬ
も
の
が
あ
る
し
、
櫻
限
の
劃
分
以
外
に
其
組
織
の
原
則
を
馬
規
定
し
た
も
の
、
讐
へ
ぽ
米
國

及
び
瑞
西
憲
法
が
、
各
邦
は
必
事
共
和
政
髄
を
探
用
す
べ
き
旨
を
規
定
し
た
も
の
も
あ
る
し
、
或
は
更
に
一
方
に
於
て
櫻
限
を
劃
分
し

他
方
に
於
て
各
邦
の
粗
織
を
詳
か
に
規
定
し
た
も
の
、
警
へ
ぱ
加
奈
陀
憲
法
、
填
太
利
憲
法
の
如
営
も
の
も
あ
る
。
然
ら
ば
今
次
の
憲

法
は
地
方
制
度
に
就
て
如
何
な
る
規
定
を
加
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
か
、
所
見
を
左
に
略
蓮
す
る
。

　
（
甲
）
　
地
方
組
織
の
規
定

　
地
方
組
織
に
關
し
て
は
憲
法
は
僅
に
興
原
則
を
規
定
す
れ
ぱ
よ
い
の
で
あ
つ
て
、
詳
細
の
悟
形
は
普
通
の
法
律
を
以
て
別
に
定
む
る

が
よ
“
。
而
し
て
規
定
さ
る
べ
蓉
原
則
は
塾
を
次
ぎ
の
三
つ
に
分
け
る
こ
ど
が
出
來
る
。
（
第
一
）
は
地
方
の
颪
分
で
あ
る
が
、
是
ぱ
現

制
の
薔
に
倣
つ
て
省
・
縣
・
市
2
一
．
種
と
す
れ
ぱ
よ
い
o
（
第
二
）
は
地
方
の
政
機
機
關
で
融
る
o
之
に
就
て
は
省
に
は
省
民
大
會
を
般

け
宅
全
省
の
人
民
を
代
表
し
て
政
糠
を
行
使
せ
し
め
、
縣
・
市
の
政
櫻
は
縣
・
市
の
人
民
が
直
接
に
之
を
行
使
す
る
も
の
と
す
れ
ぱ
よ

馳
o
（
第
三
）
は
地
方
の
治
櫻
機
闘
に
關
す
る
も
の
で
、
省
に
は
省
長
σ
省
立
法
院
。
省
騰
察
院
を
設
け
、
縣
・
市
に
は
縣
長
o
市
長
・
縣
市

立
法
院
・
縣
市
監
察
院
を
設
く
べ
き
で
あ
る
（
第
二
編
草
案
第
一
百
＋
九
條
乃
蚕
一
百
三
十
二
條
喚
照
〉
o
以
毒
一
．
項
の
原
則
の
中
、
第

岬
黙
は
落
制
爬
依
る
の
で
あ
る
か
ら
無
論
間
題
は
な
塾
が
、
第
二
鮎
に
就
て
は
省
の
政
棚
は
人
民
が
直
接
に
之
を
行
使
す
ぺ
き
で
あ
る

と
主
張
す
る
者
が
あ
る
。
然
し
各
省
は
、
地
廣
く
人
衆
く
、
直
接
民
主
制
度
は
之
を
施
行
ず
る
に
極
め
て
不
便
で
あ
る
o
父
、
第
三
鐵

に
就
て
も
省
●
縣
の
機
關
複
雑
に
し
て
官
を
設
く
る
多
き
に
廻
ぎ
た
砂
と
日
ふ
者
が
あ
る
o
或
は
さ
う
か
砿
識
れ
ぬ
が
、
然
し
省
●
縣
。

市
の
政
櫻
及
び
治
櫨
は
相
當
の
機
關
が
あ
つ
て
之
を
行
使
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
當
然
で
あ
る
o
事
膝
因
つ
て
官
を
設
け
る
の
に
何
ぞ

多
き
に
過
ぎ
る
の
嫌
が
あ
る
で
あ
ら
う
o
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（
乙
）
　
地
方
棲
限
に
關
す
る
規
定

　
建
國
大
綱
第
ポ
七
項
に
は
『
x
×
×
x
中
央
と
省
と
の
棲
限
は
均
櫻
主
義
を
探
り
、
凡
そ
事
務
に
し
て
全
國
一
致
の
盤
質
を
有
す
る

も
の
塗
中
央
に
劃
購
し
、
地
陀
因
つ
て
宜
し
き
を
制
す
る
の
性
質
を
有
す
る
も
の
は
地
方
に
劃
露
じ
、
中
央
集
棲
或
は
地
方
分
穰
に
偏

せ
ナ
』
と
み
る
。
此
規
定
に
ょ
れ
ば
ト
地
方
横
限
の
範
倒
如
何
は
自
ら
其
性
質
を
以
｛
断
ず
べ
き
で
あ
つ
て
、
如
何
な
る
事
務
が
其
性

質
中
央
に
属
し
、
何
種
の
事
務
が
其
性
質
地
方
に
属
す
る
や
、
憲
法
が
具
麗
的
に
其
大
概
を
規
定
し
て
始
め
て
申
央
地
方
の
紐
雫
を
琵

れ
る
こ
と
が
出
楽
る
の
で
あ
る
。
た
讐
此
種
φ
具
饅
的
規
定
に
就
て
各
國
の
立
法
例
が
探
る
方
法
は
必
す
し
も
一
致
し
て
は
ゐ
な
い
。

僅
に
巾
央
棲
限
に
驕
す
る
寡
務
を
列
畢
し
“
爾
し
て
列
畢
蛭
ざ
る
事
務
を
地
方
に
属
せ
し
め
売
も
の
、
讐
へ
ぱ
米
國
憲
法
の
如
き
あ
り
、

或
ぱ
こ
れ
こ
れ
は
巾
央
榛
限
に
厨
し
、
こ
れ
こ
れ
は
地
方
樺
限
に
驕
す
る
と
慶
方
を
憲
法
に
並
列
せ
る
も
の
、
讐
へ
ぱ
煎
奈
陀
憲
法
の

如
き
鴫
の
あ
り
、
更
に
叉
、
中
央
擁
隈
の
内
に
騰
す
る
或
る
一
部
に
就
き
申
央
に
立
法
権
あ
る
を
認
め
、
而
し
て
執
行
櫻
は
之
を
地
方

に
與
へ
た
も
の
、
馨
へ
ぱ
猫
填
諸
國
憲
法
の
如
き
も
の
も
あ
る
。

　
い
つ
た
い
一
國
の
政
務
は
至
つ
て
繁
難
で
あ
る
o
中
央
と
地
方
と
に
島
す
ぺ
き
も
の
を
、
墜
方
と
も
、
一
ち
一
ち
是
を
列
學
す
る
こ

と
は
、
．
甚
だ
煩
環
に
渉
る
ぱ
か
り
か
、
抑
も
叉
、
掛
一
漏
萬
の
嫌
が
あ
る
o
僅
κ
中
央
の
穫
限
に
属
す
る
事
務
を
列
華
し
て
、
其
飴
の

事
務
は
之
を
地
方
に
露
す
る
方
が
一
暦
簡
明
で
あ
つ
て
、
是
即
ち
地
方
模
限
に
概
括
主
義
を
探
り
、
中
央
擁
限
に
列
撃
主
義
を
探
る
課

で
あ
る
o
此
織
に
關
し
て
、
聯
邦
國
家
匿
在
つ
て
ぱ
中
央
の
穫
隈
は
地
方
が
中
央
に
賦
與
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
噛
地
方
が
賦
輿
し
た

る
も
の
を
列
拳
し
て
規
定
す
る
の
は
嘗
然
で
あ
0
、
輩
一
國
家
に
在
て
は
地
方
の
櫻
限
は
中
央
が
地
方
広
賦
與
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

中
央
が
賦
異
し
た
る
も
の
を
列
暴
し
て
規
定
す
る
の
が
営
然
で
あ
る
と
い
ふ
者
が
無
い
で
も
な
“
o
彼
等
ぱ
之
に
因
つ
て
民
國
憲
法
は

中
央
の
縮
限
に
就
て
概
括
主
義
を
探
り
、
地
方
の
櫻
阪
に
齢
て
は
列
撃
主
義
を
探
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
o
固
よ
り
民

　
　
　
　
　
営
鵬
▲
知
本
氏
の
『
民
段
憲
法
越
‡
潅
箆
』
の
解
髭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九



（雛）

　
　
　
　
　
篠
の
知
本
氏
の
『
民
國
竃
法
趨
草
黛
豊
嘔
の
解
鷺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
七
〇

銅
纏
漿
一
國
家
で
あ
る
か
ら
、
地
方
の
棲
隅
は
中
央
の
賦
與
す
る
所
で
あ
る
が
、
然
し
聯
郵
園
家
の
巾
央
樺
限
が
列
學
主
義
を
探
る
厨

以
健
決
し
て
中
央
の
権
限
は
地
方
が
賦
典
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
と
い
ふ
理
由
に
よ
る
の
で
ぱ
な
く
、
中
央
搬
限
に
麗
す
る
婁
務
は
共

鎚
質
比
較
的
蘭
要
で
、
列
畢
す
る
に
煙
利
で
あ
り
、
地
方
の
事
務
は
瑛
細
に
し
て
列
舞
す
る
に
不
便
で
あ
る
と
い
ふ
の
に
過
ぎ
な
“
。

と
も
あ
れ
，
今
次
の
憲
法
は
地
方
棲
限
に
就
巻
概
括
主
義
を
採
れ
ぱ
よ
い
の
ぞ
あ
る
ゆ
叉
、
猶
幾
嶽
法
の
如
く
中
央
の
櫻
隈
広
島
す
る

事
務
の
一
部
に
就
き
地
方
を
し
て
執
行
せ
し
む
る
ζ
と
は
、
中
央
が
立
法
し
て
亀
方
に
魏
執
鷺
を
婁
雛
す
る
鐸
て
あ
つ
亡
、
彊
域
遼
闊

の
民
國
に
在
つ
て
は
之
に
倣
ふ
可
き
み
あ
ら
う
（
第
二
編
草
案
第
三
＋
國
條
第
三
＋
五
傑
毒
照
）
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
　
入
民
の
檀
利

　
憲
法
の
中
に
規
定
さ
れ
る
人
民
の
構
利
に
就
て
は
、
幽
般
學
者
は
大
概
ね
之
を
島
由
嫁
ゆ
受
釜
儀
ρ
場
政
嬢
の
三
種
に
匿
別
す
る
o
此

等
の
権
利
は
人
民
の
國
家
に
鋤
し
て
有
す
る
横
秘
で
あ
ろ
て
、
埼
し
く
公
棲
で
あ
る
。
盤
暦
据
人
掲
よ
つ
て
は
憲
法
上
み
薬
某
穫
利
を

私
櫨
な
砂
と
認
め
、
私
人
間
の
櫃
利
關
係
む
も
憲
法
の
中
に
規
定
せ
ん
こ
と
を
主
張
す
る
者
解
あ
る
。
、
郎
、
煙
は
概
ね
憲
法
上
厨
謂
る

人
民
の
櫨
利
な
る
も
の
の
性
質
を
誤
解
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
噂
自
由
穫
と
は
人
民
の
畷
案
に
鋤
ず
る
漕
極
的
櫻
利
看
あ
つ
で
、
，
熊
，
し
く

臼
へ
屡
～
各
入
の
有
す
る
種
々
の
自
由
は
國
家
の
侵
犯
を
受
け
す
し
て
國
家
の
不
行
爲
（
溝
檀
）
セ
婆
求
す
る
棲
利
な
の
麿
あ
る
4
受
餐

権
と
は
人
民
の
國
家
に
封
す
る
積
極
的
横
利
で
、
詳
し
く
日
へ
ぱ
沸
各
人
が
享
有
す
る
潤
斑
は
団
”
蒙
に
資
任
を
蟄
．
は
せ
て
國
家
行
露
（
讃

招）を

要
激
ず
る
棲
利
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
看
れ
ば
、
自
由
穫
も
受
釜
櫨
も
均
し
く
公
認
驚
で
あ
る
ヒ
と
は
自
ら
疑
ふ
鹸
地
が
無

晒
o
．
鹿
む
の
滲
政
櫃
甑
公
横
な
る
こ
と
は
更
に
言
を
待
た
ぬ
所
ゼ
，
一
般
木
も
衆
く
之
を
知
め
誤
解
す
る
者
な
ど
は
あ
う
や
う
筈
が
な

い
o



α7萄

　
憲
法
が
規
定
す
る
人
民
の
櫻
利
の
範
園
如
何
は
、
時
に
因
り
地
に
因
つ
て
同
様
で
は
な
い
。
今
次
の
憲
法
は
如
何
な
る
程
度
の
規
定

を
設
く
べ
．
豊
で
あ
ら
う
か
。

　
（
甲
）
自
由
棲
。
入
民
の
有
す
る
各
種
の
自
由
に
は
、
枇
會
生
計
と
直
接
の
關
係
を
有
た
ぬ
も
の
と
、
重
大
關
係
を
有
す
る
も
の
と

が
あ
る
o
前
者
は
身
盟
の
自
由
、
居
控
及
移
縛
の
自
由
、
通
信
言
論
出
版
及
び
集
會
結
戯
の
自
由
が
夫
れ
で
、
後
者
は
財
産
の
自
由
、

契
約
の
自
由
等
が
夫
れ
で
あ
る
o

　
憲
法
は
、
薩
會
生
謙
に
關
し
な
恥
人
罵
の
自
由
に
封
し
で
ぱ
、
正
に
嚴
格
の
保
障
規
定
を
定
む
べ
き
で
あ
る
o
各
國
の
憲
法
を
見
る

に
、
人
恥
の
自
由
匿
封
し
て
は
直
接
保
障
毎
義
を
探
る
も
の
と
、
聞
接
保
障
主
義
を
探
る
も
の
と
が
あ
る
。
後
者
嫁
行
政
楼
を
制
限
し

て
人
民
の
自
由
を
侵
犯
す
る
を
得
ざ
ら
し
む
る
も
の
で
、
前
者
に
在
つ
て
は
立
法
穫
も
亦
制
限
を
受
け
る
も
の
で
あ
胤
。
例
へ
ぱ
『
某

々
の
自
由
な
法
律
に
依
る
に
非
れ
ば
侵
犯
す
る
を
得
す
』
と
か
『
法
律
の
範
園
内
に
於
て
菓
々
の
虜
由
を
有
す
る
こ
と
を
得
』
と
か
の
規

定
ぱ
、
憂
れ
僅
に
行
政
機
關
を
制
限
し
て
人
民
の
自
由
を
侵
犯
す
み
命
令
を
稜
す
る
を
得
ざ
ら
し
む
る
だ
け
懸
、
立
法
機
關
は
猫
ほ
法

律
を
制
定
し
て
人
民
の
自
由
を
制
限
す
る
こ
と
が
出
”
來
る
の
で
あ
る
ゆ
故
に
是
は
た
讐
憲
法
の
闇
接
保
鐙
と
謂
ふ
べ
ぎ
慰
の
で
　
直
接

の
保
障
で
ぱ
な
い
。
叉
例
へ
ば
『
人
民
は
薬
禽
の
自
由
を
有
し
、
法
律
を
制
定
し
て
之
を
拘
東
す
る
を
得
ず
』
．
と
か
或
は
『
入
民
は
某

々
の
自
由
を
有
す
、
犯
罪
に
因
る
か
或
は
英
勉
公
安
を
妨
害
す
る
事
情
に
因
る
に
非
れ
ぱ
剥
奪
或
は
制
限
す
る
を
得
す
と
と
か
の
規
定

で
は
，
立
法
機
關
も
亦
任
意
に
法
律
を
湖
定
し
て
人
民
の
某
種
自
由
を
制
限
す
る
こ
と
が
幽
來
な
い
の
で
あ
る
。
中
國
人
民
の
爵
由
は

從
來
政
府
が
法
律
を
任
意
に
制
定
し
て
之
を
鯛
限
し
距
こ
と
に
よ
つ
て
滲
害
を
受
け
た
こ
と
屡
々
で
あ
る
o
今
次
の
憲
法
は
歓
會
生
謙

と
關
係
の
無
い
自
由
に
封
し
て
直
接
保
障
主
義
聖
探
り
、
’
以
て
嚴
格
の
保
障
規
定
を
設
け
な
く
で
は
な
ら
な
恥
（
第
二
編
草
案
第
＋

五
條
以
下
参
照
）
。
批
鮎
に
闘
し
て
、
か
く
の
如
き
は
從
來
の
個
人
自
由
屯
義
の
立
法
で
あ
つ
て
、
現
代
蔵
會
の
潮
流
に
適
合
㌧
な
い
と

　
　
　
　
　
肇
知
零
氏
の
『
曳
國
憲
法
鵡
草
蔵
蒐
』
の
爆
盆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一



（1物

　
　
　
　
　
篇
幽
知
本
氏
の
『
民
削
顧
鐘
｝
法
翻
隅
箪
窟
翫
霞
の
解
誘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅
七
二

日
ふ
者
が
あ
る
。
然
し
肚
會
が
如
何
や
う
に
進
歩
し
て
も
人
類
ぱ
自
己
の
自
由
に
封
し
て
は
力
を
つ
く
し
て
之
を
維
持
し
之
を
選
固
に

す
る
こ
と
を
圖
ξ
で
あ
ら
ヶ
。
た
讐
同
じ
で
な
い
所
は
、
從
來
の
個
人
自
由
主
義
で
は
、
少
数
費
慶
階
級
の
利
盆
キ
畿
展
す
る
た
め
に

ト
数
人
の
自
由
を
尊
長
し
た
の
に
、
、
今
日
で
は
人
類
全
燧
の
利
盆
を
綾
展
す
る
た
め
に
一
般
人
の
肉
由
を
奪
長
す
る
や
う
に
な
つ
た
黙

で
あ
る
。
前
者
は
た
讐
一
種
の
假
自
由
で
後
者
は
一
っ
の
藁
自
由
で
あ
る
。
藁
自
由
の
肚
愈
を
追
求
す
る
こ
と
は
正
に
現
代
人
類
の
努

力
す
る
焼
で
あ
つ
て
、
憲
法
が
人
昆
の
自
由
を
直
接
に
保
障
す
る
こ
ど
が
現
代
の
潮
流
に
適
合
し
な
い
と
い
ふ
な
ら
ぱ
、
所
見
の
廣
か

ら
蛮
嫌
が
あ
み
と
謂
は
ざ
る
を
得
な
い
。
歓
洲
職
雫
後
の
許
多
の
新
憲
法
例
へ
ぱ
凋
逸
・
土
耳
古
・
希
騰
・
西
斑
牙
等
の
憲
法
を
観
る
に
、

人
民
の
自
由
に
就
で
直
接
に
保
障
し
た
も
の
決
し
て
少
く
は
な
ψ
。
蘇
露
共
産
主
義
國
家
の
憲
法
の
如
康
は
、
特
に
民
衆
の
集
會
網
融

の
眞
正
自
由
を
認
め
て
ゐ
る
o
則
ち
漱
禽
愈
奪
進
歩
す
れ
ぱ
、
．
入
民
自
由
の
保
障
も
愈
噛
嚴
格
に
向
ふ
も
の
で
あ
る
ρ

　
瀧
會
生
計
と
軍
大
關
係
の
あ
る
人
昆
の
自
由
則
ち
財
産
の
自
由
叉
は
契
約
の
自
由
に
至
つ
て
は
、
叉
、
加
ふ
る
に
嚴
楕
の
制
限
を
以

て
す
べ
き
で
あ
る
。
蓋
し
現
代
杜
會
の
病
徴
は
從
前
の
憲
法
が
財
産
み
自
由
及
ぴ
契
約
の
自
由
を
保
護
す
る
熾
に
於
て
飴
の
甚
し
き
に

過
ぎ
た
ご
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
今
日
こ
め
弊
害
を
救
ふ
に
は
、
自
ら
嚴
格
に
制
限
を
加
へ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
不
可
な
り
と
日
へ
よ
う
o

故
に
欧
戦
後
の
各
國
新
憲
法
は
、
多
く
財
産
の
自
由
、
契
約
の
自
由
を
制
限
す
る
規
定
を
有
し
て
ゐ
る
o
翻
逸
憲
法
が
、
『
私
有
財
産
は

義
務
を
含
有
す
、
私
有
財
産
の
使
用
は
公
共
の
幸
幅
鵬
反
す
る
を
得
す
』
と
か
『
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
の
法
律
行
爲
は
無
数
と
す
』
と

規
定
し
た
る
が
如
き
は
則
ち
夫
れ
で
あ
る
。
孫
中
山
先
生
の
民
生
主
義
は
現
代
融
會
の
病
徴
を
洞
察
し
て
此
等
の
自
由
忙
野
し
嚴
格
に

制
限
を
加
へ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
つ
て
、
地
櫻
平
均
、
資
杢
即
制
の
読
は
皆
こ
れ
で
あ
る
。
さ
れ
ぱ
、
今
次
の
憲
法
は
此
主
旨
梶
依
擦

し
て
か
ギ
る
規
定
を
設
く
べ
き
で
あ
る
と
想
ふ
（
第
二
編
草
案
第
一
百
五
＋
三
條
以
下
謬
照
）
o

（
乙
）
受
釜
穫



　
受
盆
櫨
と
は
訴
願
櫨
。
訴
訟
櫨
・
教
育
を
受
く
る
櫨
・
救
邦
を
受
く
る
横
・
特
別
保
護
を
受
く
る
櫻
等
で
あ
る
が
、
憲
法
に
規
定
す
ぺ
豊

此
種
受
盆
櫨
の
範
園
は
抑
も
如
何
。
此
鮪
に
就
て
各
國
の
立
法
例
は
多
く
一
致
し
て
ゐ
な
栖
。
欺
洲
職
争
以
前
の
各
國
憲
法
は
、
其
主

要
任
務
が
少
数
資
産
階
級
の
個
人
自
由
を
保
謹
す
る
こ
と
に
在
つ
た
の
で
、
受
釜
樒
に
關
す
る
規
定
も
、
多
く
は
既
種
自
由
の
保
護
を

貫
徹
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
訴
願
穫
・
訴
訟
穰
等
は
皆
さ
う
で
あ
る
。
而
し
て
救
郎
を
受
く
る
穫
、
特
別
保
護
を
受

く
る
穫
忙
至
て
は
憲
法
の
中
に
之
を
規
定
し
た
も
の
は
甚
だ
少
な
か
つ
た
。
然
る
に
欧
洲
職
争
以
後
、
灘
會
の
惰
況
一
縫
し
て
昔
日
の

比
で
は
な
い
か
ら
，
随
つ
て
徒
に
薔
の
如
く
個
人
自
由
を
保
護
す
る
見
地
よ
り
僅
に
訴
願
櫨
訴
訟
棲
等
少
し
ぱ
か
り
の
受
釜
棲
を
憲
法

に
規
定
し
て
満
足
す
る
こ
と
は
、
E
に
多
数
人
の
生
活
に
適
慮
し
な
い
事
柄
で
あ
る
。
さ
れ
ぱ
現
在
幾
多
の
新
憲
法
は
、
前
記
の
受
釜

擁
の
外
に
老
弱
淺
慶
が
救
郎
を
受
け
る
穣
、
勢
苦
民
衆
が
特
別
保
護
を
受
け
る
穫
並
に
青
年
が
教
育
を
受
け
る
櫻
等
を
も
規
定
す
る
に

至
つ
た
。
孫
中
山
先
生
の
民
達
主
義
も
一
般
貧
民
管
年
を
杜
會
的
に
安
ん
ぜ
し
む
る
こ
と
を
考
へ
た
の
で
あ
る
。
故
に
今
次
の
憲
法
は

是
等
の
受
釜
糖
に
就
て
詳
細
な
規
定
を
設
く
ぺ
き
で
あ
る
（
第
二
編
草
案
第
一
百
六
十
傑
以
下
参
照
）
。

（
丙
）
参
政
櫃

　
参
政
権
と
は
選
學
・
罷
冤
・
複
決
・
創
制
の
四
種
政
穫
並
に
官
吏
櫻
を
指
す
の
で
あ
つ
で
、
此
等
の
権
利
に
就
て
憲
法
は
豫
じ
め
規
定

を
設
く
可
き
で
あ
る
こ
と
は
自
ら
何
等
の
疑
な
い
所
で
あ
る
。
た
聖
人
民
は
如
何
な
る
喪
格
を
具
有
し
て
始
め
て
此
等
の
穫
利
を
享
有

す
べ
き
や
と
い
ふ
に
，
満
二
十
歳
の
人
民
に
し
て
精
紳
病
等
の
湾
極
資
格
な
き
者
に
は
橦
利
享
有
の
資
格
を
與
へ
て
も
差
支
な
い
と
想

ふ
o
然
し
官
吏
椹
に
至
つ
て
は
．
も
と
も
と
官
吏
た
る
に
は
相
當
の
學
識
薮
衛
の
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
が
故
に
之
に
就
て
は
別
に

法
律
の
規
定
を
設
け
ね
ぱ
な
ら
ぬ
（
第
二
編
草
案
第
二
十
八
條
第
二
＋
九
條
参
照
）
o

（173）

編
卿
知
本
氏
の
『
民
國
憲
法
超
准
・
意
見
』
の
鍾
群
艶
騨

一
七
三



（17）

　
　
　
　
　
慶
“
・
知
本
民
の
『
民
國
轡
帰
法
届
謹
輩
蜜
｝
児
』
の
解
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
憲
法
の
傑
障

　
憲
法
の
保
障
に
關
し
て
は
、
特
則
機
關
を
設
け
て
（
國
事
法
院
の
類
）
、
之
を
保
障
す
る
を
蹴
し
と
す
る
、
と
主
張
す
る
者
が
あ
る
o

然
し
遷
う
は
想
は
れ
な
“
。
抑
協
属
生
國
家
に
在
つ
て
は
、
國
の
主
穣
は
國
民
の
全
髄
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
政
治
上
偉
大
な
勢
力
を

占
む
る
者
は
籍
も
人
民
以
外
に
は
な
い
。
さ
れ
ば
、
憲
法
は
人
民
を
代
表
す
る
と
ご
ろ
の
國
馬
大
禽
が
之
を
保
障
す
る
も
の
と
す
る
の

が
最
も
至
當
で
あ
る
と
想
ふ
。
且
つ
國
属
大
會
は
、
元
來
、
憲
法
制
定
機
闘
で
あ
る
。
故
忙
由
ら
制
定
し
た
も
の
を
自
ら
保
障
す
る
の

は
算
憲
琶
は
め
て
便
利
で
あ
る
で
あ
ら
う
。
着
ル
特
別
機
闘
を
設
け
て
憲
法
保
障
の
任
を
負
は
せ
れ
ぱ
」
假
に
國
民
大
會
ザ
ま
さ
κ
保

障
掌
べ
き
で
あ
る
と
認
め
た
事
項
に
就
い
て
、
特
設
機
關
が
責
任
を
以
て
之
を
保
障
す
る
こ
と
が
出
楽
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
結
局
、

そ
の
凄
鳳
粛
意
に
反
す
る
こ
と
』
な
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
故
庭
、
、
憲
法
の
保
障
健
國
民
大
禽
が
典
貰
任
を
食
播
す
れ
ぱ
足
り
る
の
で
あ

る
。
猫
ぼ
國
家
機
關
躯
憲
法
を
誤
解
し
て
憲
法
の
實
行
を
妨
害
す
る
を
防
ぐ
た
め
に
、
憲
法
を
解
糊
す
る
構
を
國
民
大
食
梶
婁
へ
、
麟

蒙
桟
關
寮
敵
ら
に
憲
法
に
蓮
ひ
憲
法
の
奪
嚴
を
破
壌
す
る
を
防
ぐ
た
め
挺
、
弾
劾
案
を
審
判
す
る
擁
、
並
に
郵
劾
を
提
戯
す
る
穫
等
を

も
國
民
大
會
に
與
へ
な
甘
れ
ば
な
ら
ぬ
と
想
ふ
（
第
二
編
草
案
第
五
十
一
條
第
五
十
三
條
第
一
冨
七
＋
條
）
o


